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はじめに

このたびはセ ッ テ ィ ングコ ン ソール形 F39-MC21 （以下 F39-MC と呼びます） をお買い上げ
いただき、 ありがと う ございます。
本書は F39-MC の使用方法について説明し ています。 ご使用に際し て下記のこ と を守って
く だ さい。

･ F39-MC は、 設置される機械について十分に理解されている 「責任者」 がお取り扱い く
だ さい。

･ 本書の中で 「責任者」 とは、 機械の設計 ・ 設置 ・ 運用 ・ 保守 ・ 廃棄の各段階において、
安全確保を行 う ための資格および権限と責任のある人物のこ と です。

･ F39-MC は、設置環境、機械の性能・機能に対応し て正し く 使用される こ とが前提と なっ
ています。 関係者による リ スクアセス メ ン ト を実施し た上での設置をお願いし ます。

･ ご使用の前に本書をよ く 読んで十分にご理解の上、 正し く ご使用 く ださい。

･ 本書はいつでも参照できるよ う に、 お手元に大切に保管し て く ださい。
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オムロン商品ご購入のお客さ まへ

ご注文 ・ ご使用に際し てのご承諾事項

当社制御機器商品をご注文いただ く 際、 見積書、 契約書、 仕様書などに特記事項のない場
合には、 次の保証内容、 責任の制限、 適合用途の条件などを適用いた し ます。
下記内容をご確認いただき、 ご承諾のう えご注文およびご使用 く だ さい。

1. 保証内容

(1) 保証期間
本製品の保証期間は、 ご購入後またはご指定の場所に納入後 １  年といた し ます。

(2) 保証範囲
上記保証期間中に当社側の責によ り本製品に故障を生じ た場合は、代替品の提供また
は故障品の修理対応を、 製品の購入場所において無償で実施いた し ます。

ただ し、 故障の原因が次に該当する場合は、 この保証の対象範囲から除外いたし ます。

a) カ タ ログまたは取扱説明書などに記載されている以外の条件･環境･取扱いな らび
にご使用による場合

b)本製品以外の原因の場合

c)当社以外による改造または修理による場合

d)本製品本来の使い方以外の使用による場合

e)当社出荷当時の科学 ・ 技術の水準では予見できなかった場合

f) その他、 天災、 災害など当社側の責ではない原因による場合
なお、 こ こでの保証は、 本製品単体の保証を意味する もので、 本製品の故障によ り誘発
される損害は保証の対象から除かれる ものと し ます。

2. 責任の制限

(1) 本製品に起因し て生じ た特別損害、 間接損害、 または消極損害に関し ては、 当社はい
かなる場合も責任を負いません。

(2) プログラ ミ ング可能な製品については当社以外の者が行ったプログラム、 またはそれ
によ り生じ た結果について当社は責任を負いません。
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3. 適合用途の条件

(1) 本製品を他の商品と組み合わせて使用される場合、 お客様が適合すべき規格 ・ 法規ま
たは規制をご確認 く だ さい。 また、 お客様が使用されるシステム、 機械、 装置への本
製品の適合性は、 お客様自身でご確認 く だ さい。 これら を実施されない場合は、 当社
は本製品の適合性について責任を負いません。

(2) 下記用途に使用される場合、当社営業担当者までご相談のう え仕様書などによ り ご確
認いただ く と と もに、 定格 ・ 性能に対し余裕を持った使い方や、 万一故障があっても
危険を最小にする安全回路などの安全対策を講じ て く だ さい。

a) 屋外の用途、 潜在的な化学的汚染あるいは電気的妨害を被る用途またはカ タ ログ ・
取扱説明書などに記載のない条件や環境での使用

b)原子力制御設備、 焼却設備、 鉄道 ・ 航空 ・ 車両設備、 医用機械、 娯楽機械、 および
行政機関や個別業界の規制に従う設備

c)人命や財産に危険が及び う るシステム ・ 機械 ・ 装置

d) ガス、 水道、 電気の供給システムや 24 時間連続運転システムなど高い信頼性が必
要な設備

e) その他、 上記 ａ ) ～ ｄ ) に準ずる、 高度な安全性が必要と される用途

(3) お客様が本製品を人命や財産に重大な危険を及ぼすよ う な用途に使用される場合に
は、 システム全体と し て危険を知らせた り、 冗長設計によ り必要な安全性を確保でき
るよ う設計されている こ と、 および本製品が全体の中で意図し た用途に対し て適切に
配電 ・ 設置されている こ と を必ず事前に確認し て く だ さい。

(4) カ タ ログなどに記載されているアプ リ ケーシ ョ ン事例は参考用ですので、 ご採用に際
し ては機器 ・ 装置の機能や安全性をご確認のう え、 ご使用 く だ さい。

(5) 本製品が正し く 使用されずお客様または第三者に不測の損害が生じ る こ とがないよ
う使用上の禁止事項および注意事項をすべてご理解のう え守って く だ さい。

4. 仕様の変更
カ タ ログ・取扱説明書などに記載の商品の仕様および付属品は改善またはその他の事由
によ り、 必要に応じ て、 変更する場合があ り ます。 当社営業担当者までご相談のう え本
製品の実際の仕様をご確認 く だ さい。

5. サービスの範囲
本製品の価格には、 技術者派遣などのサービス費用は含まれており ません。
お客様のご要望がございまし たら 、 当社営業担当者までご相談く ださ い。

6. 価格
カ タ ログに記載の標準価格はあ く まで参考であ り、確定されたユーザ購入価格を表示し
たものではあ り ません。 また消費税は含まれてお り ません。

7. 適用範囲
以上の内容は、 日本国内での取引および使用を前提と し てお り ます。 日本国外での取引
および使用に関し ては、 当社営業担当者までご相談 く ださい。
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安全上のご注意

 安全にご使用いただ く ための表示と意味について

この取扱説明書では、F39-MC を安全にご使用いただ く ために、注意事項を次のよ う な表示
と記号で示し ています。 こ こ で示し た注意事項は安全に関する重大な内容を記載し ていま
すので、 必ず守って く だ さい。 表示と記号は次のとおり です。

 図記号の意味

 警告表示

警告
正し い取扱いを し なければ、 発生し う る危険のために、 軽傷 ・ 中程度の
傷害を負っ た り、 万一の場合には重症や死亡にいたる恐れがあ り ます。
また、 同様に重大な物的損害を受ける恐れがあ り ます。

注意
正し い取扱いを し なければ、 発生し う る危険のために、 時に軽傷 ・ 中程
度の傷害を負った り、 あるいは物的損害を受ける恐れがあ り ます。

破裂注意
特定の条件において、 破裂する可能性を示し ます。

警告

F39-MC による設定変更は F3SJ の仕様を理解し た上で実施し て く だ さい。

F39-MC は、 雇用者が定めた有資格者が責任を持って管理し、 有資格者以外の使用を防止
し て く だ さい。

F3SJ の設定変更後は、 必ず有資格者が始業点検をおこない、 安全を確認し てから通常運
転を開始し て く だ さい。

設定の変更は、 必ず関連する法規 ・ 規格を守った上で実施し て く だ さい。

水のかかる環境で使用し ないで く だ さ い。 感電または製品が損傷する恐れがあ り危険で
す。

F3SJ を DC24V+20% 以上の DC 電源や、 AC 電源に接続し ないで く だ さい。 感電の可能性
があ り危険です。

通信ユニ ッ ト 、 F3SJ に過大な ノ イズが印加される環境では使用し ないで く だ さい。 F3SJ
へ正しいデータが送信されな く な り重傷を負う恐れがあり ます。

本体を分解、 修理、 改造し ないで く だ さい。 本来の安全機能が失われ危険です。

本体を引火性、 爆発性ガスの雰囲気中で使用し ないで く だ さい。 爆発の恐れがあり ます。
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フ ィ ッ ク スブ ラ ンキング機能で無効化し たエ リ アを通っ て機械の危険部に到達できない
よ う に、 無効化し たエ リ ア全体に防護構造物を設置し て く だ さい。
人体が検出されず、 重傷を負う おそれがあり ます。

フ ィ ッ ク スブ ラ ンキングは、 テ ィ ーチング光軸指定を設定し た場合、 し ゃ光物体近傍で
最小検出物体が大き く な り ます。 設定に合わせて安全距離を計算し て く だ さい。

フ ィ ッ ク スブ ラ ンキングを設定し た後、 全ての検出されるべきエ リ ア内でテス ト ロ ッ ド
が検出される こ と を必ず確認し て く だ さ い。 人体が検出されず、 重傷を負 う おそれがあ
り ます。

フ ローテ ィ ングブ ラ ンキング機能使用時は、 最小検出物体直径が大き く な り ます。 安全
距離の計算には、 必ずフ ローテ ィ ングブ ラ ンキング機能使用時の最小検出物体直径を使
用し て く だ さい。
機械の危険部に到達する前に機械が止ま らず、 重傷を負う おそれがあり ます。

フ ローテ ィ ングブ ラ ンキングを設定し た後、 意図し た動作をする こ と を必ず確認し て く
だ さい。 人体が検出されず、 重傷を負う おそれがあり ます。

補助出力や外部表示灯出力を安全用途に使用し ないで く だ さ い。 故障し て も人体が検出
されず、 重傷を負う おそれがあ り ます。

ミ ューテ ィ ング機能は、 装置の安全機能を無効に し ます。 前述の機能が働いている と き
の安全性については、 別の手段で確保し て く だ さい。

ミ ューテ ィ ングセ ンサは人体 と 通過 さ せる物体の区別がで き る よ う に配置 し て く だ さ
い。

ミ ューテ ィ ング機能の状態を表示する ミ ューテ ィ ングラ ンプ ( 外部表示灯）はすべての位
置から確認できる場所に設置し て く だ さい。

ミ ューテ ィ ング入力には、 独立し た 2 つの入力機器を使用し て く だ さい。

ミ ューテ ィ ング継続時間は、 適切な訓練を受けた有資格者が、 アプ リ ケーシ ョ ンに合わ
せて的確な設定を し て く だ さ い。 特に ミ ューテ ィ ング時間制限値を無限大に設定する際
には、 設定者自身が責任を持って実行 く だ さい。

警告エ リ ア出力は非安全出力です。安全距離の計算式に含めないよ う にし て く ださい。安
全距離が短 く なる こ とによ り重傷を負う恐れがあり ます。

警告エ リ アは安全用途に使用できません。 必ず検出エ リ アを通過し て、 危険源に到達す
る設置にし て く だ さい。

設定リ カバリ機能を使用する場合は、 必ず適切な訓練を受けた有資格者が実施し て く だ
さい。 間違った設定によ り人体が検出されず、 重傷を負う恐れがあり ます。
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 注意表示

 安全上の要点

以下に示すよ う な項目は安全を確保する上で必要なこ と ですので必ず守って く だ さい。
･ 本書をよ く 読んで、 設置手順、 動作確認手順、 及び メ ンテナンス手順を十分にご理解の

上、 ご使用 く だ さい。

･ 製品を落下させないで く だ さい。

･ 使用し ている国の該当する廃棄物処理規則に従って廃棄し て く ださい。

 使用上の注意

製品が動作不能、 誤動作、 または性能 ・ 機能への悪影響を防ぐため、 以下のこ と を守っ て
く だ さい。
(1) 下記の設置場所では使用し ないで く だ さい。

･ 湿度が高 く 、 結露する恐れのある場所

･ 品質低下を招 く 恐れのある煙や微粒子のある場所

･ 腐食性ガスのある場所

･ 水、 油、 薬品のかかる場所

(2) 配線 ・ 取り付けについて
･ 配線は必ず電源を切った状態で正し く 配線し て く だ さい。

･ 設定やデータの読み取り をおこなわないと きは、F39-MC を F3SJ からはずし て く ださ
い。

(3) 清掃について
･ シンナー、 ベンジン、 アセ ト ン類は清掃に使用し ないで く だ さい。

注意

F39-MC の専用コー ド を他の機器に接続し ないで く だ さい。 機器が破壊する恐
れがあ り ます。

F3SJ に F39-MC を接続する と出力が OFF にな り、装置は通常運転ができな く な り ます。
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 パッ ケージ内容の確認

ご使用の前に、 以下の商品が箱の中に揃っているか確認し て く だ さい。
梱包には万全を期し てお り ますが、 万一不足があ り ま し たら、 お近 く の当社支店 ・ 営業所
までご連絡 く だ さい。

製品 数量

形 F39-MC21 本体 1 台

分岐コネク タ 1 個

専用コー ド （2m） 1 本

プラグ付き専用コー ド 1 本

コネク タキャ ッ プ 1 個

取扱説明書 （本書） 1 冊
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1. 概略

1

1. 概略
F39-MC21 は、 セーフ テ ィ ラ イ ト カーテン形 F3SJ-A シ リーズ の機能設定、 およびご使用
状態をモニ タする こ とができます。 設定可能な機能は以下の通り です。

○ ： 使用可能

■ F3SJ のバージ ョ ンについて

設定ツールが使用可能な F3SJ は Version 2 以降と な り、 Version1 は設定ツールを使用する
こ とができません。 直列連結状態の F3SJ に Version1 が混在する場合も設定ツールを使用
する こ とができません。 （通信エラーのロ ッ クアウ ト を起こ し ます）
F3SJ をバージ ョ ンア ッ プする こ とはできませんのでご了承 く ださい。
F3SJ のバージ ョ ンについては下図の様に F3SJ のラベルよ り確認し て く ださい。

メ ニュー 設定
F3SJ-A

シ リーズ

セーフ テ ィ

マルチビーム

F3SJ-AM

シ リーズ

F3SJ-A-TS

シ リーズ

SET フ ィ ッ クスブランキング機能 ○ － －

フ ローテ ィ ングブ ラ ンキング機能 ○ － －

補助出力 ○ ○ －

外部表示灯出力 ○ ○ －

外部リ レーモニ タ機能 ○ ○ －

イ ン ターロ ッ ク機能 ○ ○ －

ミ ューテ ィ ング / オーバーラ イ ド機能 ○ ○ －

警告エ リ ア機能 ○ － －

設定リ カバリ機能 ○ ○ －

検出距離変更機能 ○ ○ －

CHECK 受光量表示 / 負荷開閉回数 / 通電時間

/ エラー履歴 / 外乱光量表示 / 定格応

答時間確認

○ ○ ○

COPY/

PROTECT

ア ッ プロー ド / ダウンロー ド / バン ク

ロ ッ ク / パスワー ド変更
○ ○ ○
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1.1. 機能 ・ メ ニュー一覧
※ 「フ ィ ッ クスブ ラ ンキング」 「フ ローテ ィ ングブ ラ ンキング」 「補助出力」 「外部表示灯出
力」 「外部リ レーモニ タ」 「イ ン ターロ ッ ク」 「 ミ ューテ ィ ング / オーバーラ イ ド」 「警告エ
リ ア」 「設定リ カバリ」 「検出距離変更」 の各機能の詳細につきま し ては、 形 F3SJ のユー
ザーズマニュアルをご参照 く だ さい。

■ SET メ ニュー

SET.1 　 フ ィ ッ クスブラ ンキング機能
直列連結時は各 CH 毎に設定し ます

SET.2 　 フ ローテ ィ ングブラ ンキング機能
直列連結時は各 CH 毎に設定し ます

SET.3 　 補助出力
直列連結時は一括し て設定し ます

機能名 設定可能項目 説明

フ ィ ッ クスブラ ンキング機能 無効／有効 有効を設定し た場合は下の設定項
目へ

テ ィ ーチング光軸指定 テ ィ ーチング し ゃ光物がある状態で一括設定し
ます

マニュアル光軸指定 光軸番号 光軸毎に有効 / 無効を設定し ます

機能名 設定可能項目 説明

フ ローテ ィ ングブラ ンキング
機能

無効／有効 有効を設定し た場合は下の設定項
目へ

フ ローテ ィ ングブラ ンキング
モー ド

1 ～ 2 1 ： 連続光軸モー ド
2 ： 非連続光軸モー ド

フ ローテ ィ ング光軸数 1 ～ 4 フ ローテ ィ ング光軸数を設定し ま
す。

許容光軸数 1 ～ 3 許容光軸数を設定し ます。

両端光軸無効モー ド 無効／有効 両端の光軸を通常光軸に設定し ま
す

機能名 設定可能項目 説明

出力選択 1/2 設定を行う補助出力 （1 または 2） を指
定し ます

出力動作モー ド 制御出力情報 制御出力が ON のと き出力し ます

光量診断情報 F3SJ が ON 状態でかつ 10 秒以上受光量
が ON し きい値の 100 ～ 130% のと き出
力し ます

エラー / ロ ッ クアウ ト
情報

ロ ッ クアウ ト 時に出力し ます

ミ ューテ ィ ング / オー
バーラ イ ド情報

ミ ューテ ィ ングまたはオーバーラ イ ド中
に出力し ます
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SET.4 　 外部表示灯出力
直列連結時は一括し て設定し ます

ブ ラ ンキング / 警告エ
リ ア情報

フ ィ ッ クスブラ ンキング、 フ ローテ ィ ン
グブラ ンキングまたは警告エ リ ア機能が
有効時に出力し ます

通電時間情報 通電時間が通電時間し きい値を超えた と
きに出力し ます

警告エ リ ア情報 警告エ リ アがし ゃ光された と きに出力し
ます

テス ト 入力 ON 情報 テス ト 入力が ON し た と きに出力し ます

ブ ラ ンキング光軸入光
情報

フ ィ ッ クスまたはフ ローテ ィ ングブラ ン
キング光軸が入光状態になった と きに出
力し ます

イ ン ターロ ッ ク情報 イ ン ターロ ッ ク状態のと きに出力し ます

ミ ューテ ィ ングエラー
情報

ミ ューテ ィ ングエラー状態のと きに出力
し ます

負荷開閉回数超過情報 負荷開閉回数がし きい値を超えた と きに
出力し ます

反転出力モー ド 無効／有効 出力を反転し ます

点灯パターン
（補助出力 1 のみ）

点灯／点滅 [0.5s] ／点
滅 [1.0s] ／点滅 [2.0s]

外部表示灯を接続し た場合の点灯パター
ンを設定し ます

補助出力診断機能
（補助出力 1 のみ）

無効／有効 補助出力 1 の断線を検知し ます。

機能名 設定可能項目 説明

出力選択 1 （受光器側） /2
（投光器側）

設定を行う外部表示灯出力 （1 ま
たは 2） を指定し ます

出力動作モー ド 制御出力情報 制御出力が ON のと き出力し ます

光量診断情報 F3SJ が ON 状態でかつ 10 秒以上
受光量が ON し きい値の 100 ～
130% のと き出力し ます

エラー / ロ ッ クア
ウ ト 情報

ロ ッ クアウ ト 時に出力し ます

ミ ューテ ィ ング /
オーバーラ イ ド情
報

ミ ューテ ィ ングまたはオーバーラ
イ ド中に出力し ます

ブ ラ ンキング / 警
告エ リ ア情報

フ ィ ッ クスブラ ンキング、 フ ロー
テ ィ ングブラ ンキングまたは警告
エ リ ア機能が有効時に出力し ます

通電時間情報 通電時間が通電時間し きい値を超
えた と きに出力し ます

警告エ リ ア情報 警告エ リ アがし ゃ光された と きに
出力し ます

機能名 設定可能項目 説明
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SET.5 　 外部リ レーモニ タ機能
直列連結時は一括し て設定し ます

SET.6 　 イ ン ターロ ッ ク機能
直列連結時は一括し て設定し ます

テス ト 入力 ON 情
報

テス ト 入力が ON し た と きに出力
し ます

ブ ラ ンキング光軸
入光情報

フ ィ ッ クスまたはフ ローテ ィ ング
ブラ ンキング光軸が入光状態に
なった と きに出力し ます

イ ン ターロ ッ ク情
報

イ ン ターロ ッ ク状態のと きに出力
し ます

ミ ューテ ィ ングエ
ラー情報

ミ ューテ ィ ング状態のと きに出力
し ます

負荷開閉回数超過
情報

負荷開閉回数がし きい値を超えた
と きに出力し ます

反転出力モー ド 無効／有効 出力を反転し ます

点灯パターン 点灯／点滅 [0.5s]
／点滅 [1.0s] ／点
滅 [2.0s]

外部表示灯を接続し た場合の点灯
パターンを設定し ます

外部表示灯診断機能 無効／有効 外部表示灯出力の断線を検知し ま
す

機能名 設定可能項目 説明

外部リ レーモニ タ機能 無効／有効 有効を設定し た場合は下の設定項
目へ

遅れ許容時間 0.1 ～ 2.5s ： 0.1s 毎 制御出力が変化し てからの外部リ
レーの動作時間の許容最大値を設
定し ます。

機能名 設定可能項目 説明

スタ ート インタ ーロッ ク 無効／有効 ス ター ト イ ン ターロ ッ ク機能の有
効または無効を選択し ます

リ ス ター ト イ ン ターロ ッ ク 無効／有効 リ ス ター ト イ ン ターロ ッ ク機能の
有効または無効を選択し ます

機能名 設定可能項目 説明
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SET.7 　 ミ ューテ ィ ング / オーバーラ イ ド機能
ミ ューテ ィ ングエ リ ア選択 ・ ・ ・ 直列連結時は各 CH 毎に設定し ます
ミ ューテ ィ ング時間制限値、 オーバーラ イ ド 時間制限値 ・ ・ ・ 直列連結時は一括し て設定
し ます

SET.8 　 警告エ リ ア機能
直列連結時は各 CH 毎に設定し ます

SET.9 　 設定リ カバリ機能
直列連結時は一括し て設定し ます

SET.A 　 検出距離変更機能
直列連結時は各 CH 毎に設定し ます

■ CHECK メ ニュー

CHECK.1 　 受光量表示
直列連結時は各 CH 毎に表示し ます

機能名 設定可能項目 説明

ミ ューテ ィ ングエ リ ア選択 全光軸 ミ ューテ ィ ングを行う光軸を全光
軸に設定し ます

部分指定 （最下位
光軸番号／最上位
光軸番号）

ミ ューテ ィ ングを行う光軸を部分
指定し ます

ミ ューテ ィ ング時間制限値 1 ～ 600 秒、 ∞ ミ ューテ ィ ングの継続時間を設定
し ます

オーバーラ イ ド時間制限値 1 ～ 600 秒 オーバーラ イ ドの継続時間を設定
し ます

機能名 設定可能項目 説明

警告エ リ ア機能 無効／有効 警告エ リ ア機能の有効または無効
を選択し ます

警告エ リ ア選択 全光軸 警告エ リ アを全光軸に設定し ます

部分指定 （最下位
光軸から／最上位
光軸から）

警告エ リ アを行う光軸を部分指定
し ます

機能名 設定可能項目 説明

設定リ カバリ機能 設定リ カバリ 工場出荷時の設定に戻し ます

機能名 設定可能項目 説明

検出距離変更 0.5m/1m/2m/3m/
5m/MAX

検出距離を変更し ます

モニ タ 表示項目 説明

ピーク ・ ボ ト ム表示 受光レベルのピー
ク値とボ ト ム値

受光レベルのピーク値とボ ト ム値
を表示し ます

ボ ト ム位置 ボ ト ム位置の大まかな位置を表示
し ます



1. 概略

形 F39-MC21 セ ッ テ ィ ングコ ン ソール取扱説明書 6

CHECK.2 　 負荷開閉回数
直列連結時は一括し て設定または表示し ます

CHECK.3 　 通電時間
直列連結時は各 CH 毎に設定または表示し ます

CHECK.4 　 エラー履歴
直列連結時は各 CH 毎に表示し ます

CHECK.5 　 外乱光量表示
直列連結時は各 CH 毎に表示し ます

CHECK.6 　 定格応答時間確認
直列連結時は一括し て表示し ます

個別受光レベル値 受光レベル 各光軸毎の受光量を表示し ます

個別ピーク値 受光レベルのピー
ク値

指定し た光軸のピーク値を表示し
ます

パーセン ト 表示 受光レベルパーセ
ン ト 値

ON し きい値に対する受光レベル
の割合を表示し ます

モニ タ 表示項目 説明

負荷開閉積算回数 制御出力の OFF 回
数の合計値

直列連結された全 F3SJ の負荷開
閉回数の積算値を表示し ます

負荷開閉回数リ セ ッ ト リ セ ッ ト 負荷開閉回数を 0 に設定し ます

モニ タ 表示項目 説明

通電時間 通電時間 通電時間を表示し ます

通電時間し きい値 通電時間し きい値 通電時間情報と し て出力するため
の通電時間を設定し ます

通電時間リ セ ッ ト リ セ ッ ト 通電時間を 0 に設定し ます

総通電時間 通電時間の合計値 通電時間の積算値を表示し ます

モニ タ 表示項目 説明

エラー履歴 エラーコー ド 過去 10 件分のエラーコー ド を表
示し ます

モニ タ 表示項目 説明

外乱光量表示 外乱光量 外乱光の影響を受けている光軸番
号と受光量を表示し ます

モニ タ 表示項目 説明

定格応答時間 OFF 応答時間算出 ON → OFF への応答時間を表示し
ます

ON 応答時間算出 OFF → ON への応答時間を表示し
ます

モニ タ 表示項目 説明
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■ COPY/PROTECT メ ニュー

COPY/PROTECT.1 　 ア ッ プロー ド
直列連結時は各 CH 毎に設定し ます

COPY/PROTECT.2 　 ダウンロー ド
直列連結時は各 CH 毎に設定し ます

COPY/PROTECT.3 　 バン ク ロ ッ ク

COPY/PROTECT.4 　 パスワー ド変更
直列連結時は一括し て設定し ます

機能名 設定可能項目 説明

ア ッ プロー ド
（F3SJ → F39-MC）

バン ク １ F3SJ １  台の設定データ を F39-
MC のバン ク ( 内部メ モ リ ) にコ
ピーし ます

機能名 設定可能項目 説明

ダウンロー ド
（F39-MC → F3SJ）

バン ク １ F39-MC のバン クに保存された設
定データ を、 別の F3SJ １  台へコ
ピーし ます

機能名 設定可能項目 説明

バン ク ロ ッ ク LOCK バン ク ( 内部メ モ リ ) への書き込
みを禁止し ます

FREE バン ク ( 内部メ モ リ ) への書き込
みを許可し ます

機能名 設定可能項目 説明

パスワー ド変更 ４ 桁英数字 パスワー ド を変更し ます

パスワー ド初期化 ４ 桁英数字 マス ターパスワー ド を入力する こ
とによ りパスワー ド を初期化し ま
す。 初期化後の値は 「0000」 と な
り ます。
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1.2. 操作手順概略
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2. 定格

　 　 　 　 　 　 　 　 　 形式
項目

F39-MC21

適用センサ F3SJ シ リーズ

通信方式 専用方式

電源 DC24V ± 20%
（F3SJ の電源と共用）

消費電流 55mA 以下

使用周囲温度 -10 ℃～ 55 ℃
（ただ し氷結し ないこ と）

保管周囲温度 -25 ℃～ 65 ℃

周囲湿度 25 ～ 85%RH
（ただ し、 結露し ないこ と）

絶縁抵抗 20MΩ 以上
（DC500V メ ガにて）

耐電圧 AC1,000V 　 50/60Hz 　 1min

材質 ケース ABS

窓 ポリ カーボネー ト

質量 87g 　 （本体のみ）
約 700g 　 （梱包時）

付属品 分岐コネク タ、 専用コー ド （2m）、
プラグ付き専用コー ド （0.3m）、
コネク タキャ ッ プ、
取扱説明書 （本書）
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3. 各部の名称

Setting Console
F39-MC21

MADE IN JAPAN



4. 配線 ・ 接続

11

4. 配線 ・ 接続

4.1. 分岐コネク タの取り付け
付属の分岐コネク タ を F3SJ に取り付けます。
分岐コネク タは投光器 ・ 受光器どち らでも取り付ける こ とができます。
ただ し （i） （ii） の F3SJ に接続時の分岐コネク タの位置はコー ドのねじれ等もあ り ますの
で下図のよ う な位置関係になる とは限り ません。 （iii） （iv） のよ う に F3SP-B1P 側に接続時
はコネク タの向きは下図のよ う に固定されます。

（i） 投光器に取り付けた場合 （ii） 受光器に取り付けた場合

注意

F3SJ に F39-MC を接続する と出力が OFF にな り、装置は通常運転ができな く な り ます。

F39-MC の接続／取り外しは、 必ず F3SJ の電源を切断し た状態で実施し て く だ さい。

（iii） F3SP-B1P の受光器側に取り付けた
場合

（iv） F3SP-B1P の投光器側に取り付けた
場合
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4.2. 分岐コネク タ配線図 

③ピン正面図 ピン No. 信号名

1 +24 V （24VDC）

2 通信線 ( ＋ )

3 0V

4 通信線 ( － )

注意

F39-MC の電源は F3SJ の電源と共用されます。F39-MC の消費電流は 55mA 以下です。お
客さ まのご使用環境によ っては接続できない場合があり ます。
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4.3. F39-MC の取り付け

■ 専用コー ド で取り付ける場合

＜操作手順＞
① F3SJ の電源を落と し た状態で F3SJ と両側 （片側） コネク タ コー ド F39-JC □□の

間に分岐コネク タ を接続する。 （投光器、 受光器どち らでも接続可能です。）
② 分岐コネク タに専用コー ド を取り付けて F39-MC と接続する。
③ F3SJ の電源を投入する。

 

注意

F3SJ が動作中に F39-MC を接続する と F3SJ がロ ッ クアウ ト を起こ し ます。
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 直列連結用コー ド （形 F39-JJR3W） を使用し て直列連結し ている場合、 プラ イマ リ セ
ンサ （1CH） と セカ ンダ リ センサ （2CH） の間に分岐コネク タ を接続する こ と も可能です。
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■ プ ラグ付き専用コー ド で取り付ける場合

F3SJ の設置状態によ り、 分岐コネク タの取り付けが困難な場合、 付属のプ ラグ付き専
用コー ド をご使用 く だ さい。 プ ラグを F3SJ のコー ド、 または F3SJ のコー ドが配線さ
れた端子台へ接続し て く だ さい。
＜操作手順＞

① F3SJの電源を落と し た状態で片側コネク タ コー ド F39-JC□ A に同じ色のプラグ付
き専用コー ド を配線する。

･ （灰） 通信線 （＋） ← 　 灰色のコネク タ
･ （桃） 通信線 （－） ← 　 桃色のコネク タ
･ （茶） 24V ← 　 茶色のコネク タ
･ （青） 0V ← 　 青色のコネク タ

② プラグ付き専用コー ド と専用コー ド を取り付けて F39-MC と接続する。
③ F3SJ の電源を投入する。

F3SJ の配線方法については F3SJ のユーザーズマニュアルの配線図を参照し て く ださい。

F J
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F3SJ に同時に ２ 台のF39-MC21 またはF3SJ用PC ツールを接続し ないで く ださい。F3SJ
がエラーを起こ し ます。
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4.4. F39-MC の取り外し
設定が終了し た後は、 必ず F39-MC と専用コー ド を取り外し てから、 電源を再投入し て
く だ さい。

＜操作手順＞
① F39-MC と専用コー ド を分岐コネク タから取り外す。
② 分岐コネク タにコネク タキャ ッ プを取り付ける。

（コネク タキャ ッ プがないと耐水性が確保できません。）

注意

F39-MC を使用し ないと きは、 専用コー ド と F39-MC を取り外し、 分岐コネク タにコネク
タキャ ッ プ ( 付属 ) を取り付けて く だ さい。
コネク タキャ ッ プがないと耐水性が確保できません。
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5. 電源投入
F39-MC の電源は、 F3SJ の電源と共用されます。 電源の投入は、 F3SJ の電源で行います。

F39-MC に電源を投入する と、 F3SJ との接続確認が行われます。 接続ができた場合は、 下
記の通り表示されます。 正し く 接続できていない場合は 「NOT CONN」 と表示されます。 再
度正しい配線を行って電源を再投入し て く だ さい。
「ERR 　 C002」 などのエラーコー ドが表示された場合は、 ト ラブルシューテ ィ ング （87 ペー
ジ） を参照し て く だ さい。

① モー ド表示部に F39-MC の形式 （「MC21」） とバージ ョ ン （「1.00」 など と表示されます）
を約 1 秒間表示

② 通信表示灯 （CONNECT） が点灯

③ モー ド表示部に接続されたセンサの形式 （「F3SJ」） を約 1 秒間表示

④ 機能選択表示灯 （FUNCTION） の 「SET」 が点滅 （モー ド表示部は消灯）

注意

F39-MC を接続し た状態で F3SJ の電源を投入する と F3SJ の電源表示灯、ON または OFF
表示灯が点滅し、 この状態を保守状態と呼びます。保守状態中は通常動作中に ON する状
態であれば ON 表示灯が点滅し ますが、 制御出力は OFF し ています。
F3SJ へ設定を書き込んだ場合や受光量表示などのモニ タ中は、 ブラ ンキング / テス ト 表
示灯と受光器電源コネク タ側の表示灯が点滅し ます。 詳し く は 「F3SJ ユーザーズマニュ
アル 　 第 3 章 　 設定ツールを接続時の F3SJ の状態」 を参照し て く だ さい。

セーフ テ ィ マルチビーム形 F3SJ-AM □ P □□□を接続する と下の
列に 「-MUL」 と表示されます。
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6. 機能選択
「SET」 「CHECK」 「COPY/PROTECT」 の各機能を選択し ます。

機能選択の方法は以下の通り です。
① [UP][DOWN] キーにて、 機能を選択し ます。 選択し た機能の表示灯は点滅し ます。
② 機能選択の操作方法は下記の図の通り です。

③ 選択し た機能にて、[ENTER] キーを押すと確定し ます。確定する と、表示灯は点灯し ます。

SET メ ニュー ： F3SJ の設定変更を行います。

CHECK メ ニュー ： F3SJ の状態を確認し ます。 装置のメ ンテナンス時にご利
用いただけます。

COPY/PROTECT メ ニュー ： F3SJ の設定データのコ ピーや、 パスワー ドの変更などを
行います。
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7. チャ ンネル選択
F39-MC から F3SJ の設定を変更する、 およびモニ タする際、 どの F3SJ に対し て行うかを
決定するために、 チ ャ ンネル （CH） を選択し て く だ さ い。 F3SJ を単体で使用する場合は
1CH のみ、 直列連結を し ている場合はその CH 数分表示し ます。

① CH 選択方法は以下のとおり です。 [CH( － )]、 [CH( ＋ )] キーで選択し て表示し た状態に
し て く だ さい。 [ENTER] キーを押す必要はあり ません。

② 直列連結された状態で、 電源に一番近い F3SJ が 1CH と な り、 順次、 2CH、 3CH、 4CH と
な り ます。
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8. セ ッ ト メ ニュー （SET）

セ ッ ト メ ニューでは、 F3SJ に設定されている各機能の設定内容のモニ タや変更を行う こ と
ができます。 （各項目で、 最初に表示される値が現在値です）。
「6. 機能選択」 で SET を選択し、[ENTER] キーを押すとパスワー ド入力画面が表示されます。
初めにパスワー ド （初期設定は 「0000」 ） を入力し て く ださい。 パスワー ド でログイ ン後、
変更し たい機能のと こ ろで [ENTER] キーを押すと設定変更を行う こ とができます。
パスワー ド の入力方法は [UP]、 [DOWN] キーで英数字 （英字は大文字） の変更、 [L]、 [R]
キーで桁の移動を行います。
機能組み合わせ制限などあり ますので、 必ず＜設定変更時の注意事項＞を確認し てく ださ い。

警告

F3SJ の設定変更後は必ず有資格者が始業点検を行い、 安全を確認し てから通常運転を開
始し て く だ さい。

設定の変更は、 必ず関連する法規 ・ 規格を守った上で実施し て く だ さい。
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＜設定変更時の注意事項＞
1. パスワー ドは管理者によ って速やかに変更し て く だ さい。（10.4 パスワー ド変更メ ニュー

(85 ページ ) 参照）
2. 各機能の設定において、 設定内容の許可 （ 「Ｅ Ｎ Ｔ  」 が表示中に ［ENTER］ キーを入

力） を し、 "GOOD" と表示される と設定が完了し たこ と を示し ます。 "GOOD" と表示さ
れなかった場合、 [ENTER] キーを押さ なかった場合、 設定は完了し ていません。

3. [ENTER] キーを押し てから "GOOD" と表示されるまでの間に電源を落と さ ないで く ださ
い。 万が一電源を落と し た場合、 F3SJ が正常動作し ない可能性があ り ます。

4. F3SJ 用 PC ツールなどによ り F39-MC では読み込みおよび書き込みできないパラ メ ータ
が F3SJ に設定されている と、 セ ッ ト メ ニューでは 「9. 設定リ カバリ」 のみ表示されま
す。（例：F3SJ 用 PC ツールによ り フ ィ ッ クスブ ラ ンキングエ リ アが複数設定されている）
このよ う な と き F39-MC で設定を行う場合は、 「9. 設定リ カバリ」 にて工場出荷時の状態
に戻し てから設定変更を行って く だ さい。
また、 F3SJ がロ ッ クアウ ト を起こ し ている場合も同様に 「9. 設定リ カバリ」 のみ表示さ
れます。 ロ ッ クアウ ト の解除または設定リ カバリ を行ってから再度接続し て く だ さい。

5. 「フ ィ ッ クスブ ラ ンキング機能 （23 ページ）」 「フ ローテ ィ ングブラ ンキング機能（29 ペー
ジ）」 「 ミ ューテ ィ ング機能 （52 ページ）」 「警告エ リ ア機能 （58 ページ）」 使用時の機能
の併用については以下の表を参照し て く だ さい。

機能の併用

○ ： 機能の併用が可能 （後から機能を有効に設定する こ とが可能）

× ： 機能の併用はできません （先に設定された機能が優先され、後から他の機能を有効
に設定する こ とができません）

フ ィ ッ クスブ ラ ン

キング機能

フ ローテ ィ ングブ

ラ ンキング機能

ミ ューテ ィ ング

機能

警告エ リ ア機能

フ ィ ッ クスブ ラ ン

キング機能
× ○ ×

フ ローテ ィ ングブ

ラ ンキング機能
× × ×

ミ ューテ ィ ング

機能
○ × ×

警告エ リ ア機能
× × ×
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8.1. フ ィ ッ クスブ ラ ンキング メ ニュー

機能の詳細につきま し ては、 形 F3SJ のユーザーズマニュアルをご参照 く だ さい。
機能組み合わせ制限などあり ますので、必ず＜注意事項＞を確認し て く だ さい。本メ ニュー
はセーフ テ ィ マルチビーム形 F3SJ-AM □ P □□□では表示されません。

警告

フ ィ ッ ク スブ ラ ンキング機能で無効化し たエ リ アを通っ て機械の危険部に到達できない
よ う に、 無効化し たエ リ ア全体に防護構造物を設置し て く だ さい。
人体が検出されず、 重傷を負う おそれがあり ます。

フ ィ ッ ク スブ ラ ンキングは、 テ ィ ーチング光軸指定を設定し た場合、 し ゃ光物体近傍で
最小検出物体が大き く な り ます。 設定に合わせて安全距離を計算し て く だ さい。

フ ィ ッ ク スブ ラ ンキングを設定し た後、 全ての検出されるべきエ リ ア内でテス ト ロ ッ ド
が検出される こ と を必ず確認し て く だ さ い。 人体が検出されず、 重傷を負 う おそれがあ
り ます。
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■ フ ィ ッ クスブ ラ ンキング メ ニュー一覧
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■ フ ィ ッ クスブ ラ ンキングの設定手順

1） フ ィ ッ クスブ ラ ンキングの機能有効
1-1.「機能有効メ ニュー」 にて [ENTER] キーを押し た後、 [UP] [DOWN] キーで 「ON ： 有効」

を選択し、 ［ENTER］ キーを押し ます。

1-2.「Ｅ Ｎ Ｔ 」 と表示されるので設定変更を許可する場合は［ENTER］キーを押し て く ださい。

1-3.「GOOD」 と表示される こ と を確認し ます。 表示されない場合は、 1-1. からやり直し て

く だ さい。

1-4.「テ ィ ーチング光軸指定」 か 「マニュアル光軸指定」 を [UP] [DOWN] キーで選択し、

［ENTER］ キーを押し ます。

「テ ィ ーチング光軸指定」 の場合 　 → 　 2-1. へ

「マニュアル光軸指定」 の場合 　 　 → 　 3-1. へ

2） テ ィ ーチング光軸の指定
2-1.投光器 ・ 受光器が正し く 設置されてお り、 検出エ リ ア内にし ゃ光物 （フ ィ ッ クスブラ ン

キングを設定し たい物） がある こ と を確認し、 ［ENTER］ キーを押し ます。

2-2.「GOOD」 と表示される こ と を確認し ます。 表示されない場合は、 2-1. からやり直し て

く だ さい。

2-3.F39-MC を F3SJ から外し、 電源を再投入し ま

す。 F3SJ が正常に動作する こ と を確認し て く

だ さい。

＜エ リ アの確認方法＞
設定されたエ リ アを確認するには、 下記マニ ュ ア
ル光軸の指定の 3-1 ～ 3-3 の操作を し て く だ さい。
3-2 および3-3操作時に表示される光軸番号が現在
設定されているエ リ アです。
3） マニュアル光軸の指定
3-1.し ゃ光物の位置と F3SJ の光軸番号の関係を確

認し （右図参照）、 ［ENTER］ キーを押し ます。

3-2.「FROM」 と表示されている画面で [UP] [DOWN]

キーにて最下位光軸番号を選択 し、 ［ENTER］

キーを押し ます。
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3-3.「TO」 と表示されている画面で [UP] [DOWN] キーにて最上位光軸番号を選択し、

［ENTER］ キーを押し ます。

3-4.「Ｅ Ｎ Ｔ 」 と表示されるので設定変更を許可する場合は［ENTER］キーを押し て く ださい。

3-5.「GOOD」 と表示される こ と を確認し ます。 表示されない場合は、 3-1. からやり直し て

く だ さい。

3-6.F39-MC を F3SJ から外し、 電源を再投入し ます。 F3SJ が正常に動作する こ と を確認し

て く だ さい。

＜注意事項＞
1. フ ィ ッ クスブ ラ ンキングに設定し た光軸が入光状態になる と危険防止のために F3SJ は

ロ ッ クアウ ト を起こ し ます （監視機能）。F39-MC では監視機能を無効化させる こ とはで

きませんが F3SJ 用 PC ツールでは無効化させる こ とが可能です。

2. 「テ ィ ーチング光軸指定」 の時、 全光軸入光状態、 あるいは全光軸し ゃ光状態で設定す

る こ とはできません （「ERR」 と表示されます）。 し ゃ光物のし ゃ光状態を確認、 または

光軸があっているかを確認 く だ さい。

3. フ ィ ッ クスブ ラ ンキングエ リ アへ許容光軸が設定されるかど うかは、ブラ ンキングエ リ

アの大き さや入光状態によ り変わり ます。

許容光軸が設定された場合、 最小検出物体直径が大き く な り ます。 最小検出物体直径に

合わせて安全距離を再計算し て く だ さい。

テ ィ ーチング設定
･ 3 光軸以上のし ゃ光

し ゃ光エ リ アの隣の光軸 （図 1 の (a) と (b)） の受光レベルが
　 ① 100 ～ 200% の場合はその光軸が許容光軸に設定されます。 （図 1 の (a)）
　 ②200%以上の場合はし ゃ光エ リ アの端の光軸が許容光軸に設定されます。（図1の(b)）
･ 2 光軸以下のし ゃ光

許容光軸は設定されません。
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マニュアル設定
･ 3 光軸以上のし ゃ光

設定し たエ リ アの両端の光軸がそれぞれ許容光軸に設定されます。
･ 2 光軸以下のし ゃ光

許容光軸は設定されません。

フ ィ ッ クスブ ラ ンキング機能設定時の最小検出物体

4. 最下位光軸番号、 最上位光軸番号と もに 0 を選択し ないで く だ さい。 また、 FROM （最

下位光軸番号） ≦ TO （最上位光軸番号） の関係を満たすよ う に設定し て く だ さい。

5. 「フ ローテ ィ ングブ ラ ンキング機能 （29 ページ）」 「警告エ リ ア機能 （58 ページ）」 のい

ずれかが機能有効と なっ ている と、 「フ ィ ッ ク スブ ラ ンキング機能」 を機能有効とする

こ とができません。 （F3SJ 用 PC ツール形 F39-GWUM でエ リ ア設定を行えば併用が可

能） メ ニュー一覧の② -1 にて、 「OFF」 と表示されます。

機能の併用については以下の表を参照し て く ださい。

フ ィ ッ クスブ ラ ンキング機能との併用

○ ： 機能の併用が可能 （後から機能を有効に設定する こ とが可能）

× ： 機能の併用はできません （先に設定された機能が優先され、後から他の機能を有効
に設定する こ とができません）

フ ィ ッ クスブ ラ

ンキング機能

F3SJ-A □□□□

□ 14 シ リーズ

F3SJ-A □□□□

□ 20 シ リーズ

F3SJ-A □□□

□□ 30 シ リーズ

F3SJ-A □□□

□□ 55 シ リーズ

許容光軸な し 14mm 20 mm 30 mm 55 mm

許容光軸あり 23 mm 35 mm 55 mm 105 mm

フ ローテ ィ ング

ブ ラ ンキング機能

ミ ューテ ィ ング

オーバーラ イ ド機能

警告エ リ ア機能

フ ィ ッ クス

ブ ラ ンキング機能
× ○ ×
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6. 「テ ィ ーチング光軸指定」 の時、 1 つの F3SJ に対し て、 1 エ リ アのみフ ィ ッ クスブラ ン

キングを設定できます （下記図参照）。 複数のエ リ アを指定する と、 エラーと な り ます。

7. ミ ューテ ィ ングエ リ ア と フ ィ ッ ク スブ ラ ンキングエ リ ア を重複 し て設定 し た場合も、

フ ィ ッ クスブ ラ ンキング監視機能は働いています。 このため ミ ューテ ィ ング中にフ ィ ッ

ク スブ ラ ンキング光軸が入光状態にな っ た場合、 監視機能の設定に従っ た動作を し ま

す。 また、監視機能の変更は F39-MC ではできません。監視機能を変更する場合は F3SJ

用 PC ツールをご使用 く だ さい。

8. F3SJ 用 PC ツールで複数ヶ所のエ リ アを設定し ている F3SJ を F39-MC で再設定する場

合、 セ ッ ト メ ニューにおいては設定リ カバリのメ ニューのみ表示されます。 再設定を行

う場合は設定リ カバリ後にフ ィ ッ クスブ ラ ンキング機能を有効と し て く ださい。

複数エ リ アの設定が必要な場合は F3SJ 用 PC ツールを使用し て く だ さい。

し ゃ光物

し ゃ光物

し ゃ光物
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8.2. フ ローテ ィ ングブ ラ ンキング メ ニュー

機能の詳細につきま し ては、 形 F3SJ のユーザーズマニュアルをご参照 く だ さい。
機能組み合わせ制限などあり ますので、必ず＜注意事項＞を確認し て く だ さい。本メ ニュー
はセーフ テ ィ マルチビーム形 F3SJ-AM □ P □□□では表示されません。

■ フ ローテ ィ ングブ ラ ンキングの種類

フ ローテ ィ ングブ ラ ンキング機能では以下の 2 種類のフ ローテ ィ ングが設定可能です。
1. 連続光軸モー ド
し ゃ光物体が設定のサイズ以下であれば、 制御出力は OFF し ません。
し ゃ光物体が検出エ リ ア内の複数エ リ アに進入し た場合は、 制御出力が OFF し ます。
また、し ゃ光物体が検出エ リ アから取り除かれる と F3SJ は危険防止のためにロ ッ クアウ ト
を起こ し ます。

2. 非連続光軸モー ド
エ リ ア内のし ゃ光された光軸数の合計が、 設定された光軸数以上になった と き し ゃ光と判
定し ます。
設定し た光軸数以下のし ゃ光であれば複数エ リ アを し ゃ光し ても制御出力はOFFし ません。

各フ ローテ ィ ングの詳細については F3SJ ユーザーズマニュアル 「3 章 フ ローテ ィ ングブ
ラ ンキング機能」 を参照し て く だ さい。

＜注意事項＞
連続光軸モー ド では、し ゃ光物体が検出エ リ アから取り除かれる と F3SJ は危険防止のため
にロ ッ クアウ ト を起こ し ます （監視機能）。
F3SJ 用 PC ツールを使用する こ とによ り監視機能を無効化させる こ とができます。（し ゃ光
物を取り除いても ロ ッ クアウ ト し ません）

警告

フ ローテ ィ ングブ ラ ンキング機能使用時は、 最小検出物体直径が大き く な り ます。 安全
距離の計算には、 必ずフ ローテ ィ ングブ ラ ンキング機能使用時の最小検出物体直径を使
用し て く だ さい。
機械の危険部に到達する前に機械が止ま らず、 重傷を負う おそれがあり ます。

フ ローテ ィ ングブ ラ ンキングを設定し た後、 意図し た動作をする こ と を必ず確認し て く
だ さい。 人体が検出されず、 重傷を負う おそれがあり ます。
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■ 連続光軸モー ドの設定基準

連続光軸モー ド を有効に設定するために以下の 2 つの項目の設定が必要にな り ます。

フ ローテ ィ ング光軸数の設定
フ ローテ ィ ングブ ラ ンキングをかける光軸数を設定し ます。 1 ～ 4 光軸まで設定可能で、
F3SJ の形式によ り設定可能光軸数が変化し ます。 し ゃ光物体の大き さに合わせて設定し て
く だ さい。 フ ローテ ィ ング光軸数が大き く なる と最小検出物体が大き く な り ます。

許容光軸の設定
F3SJ がロ ッ クアウ ト を起こ さずに動作する下限の範囲を設定し ます。 許容光軸数が大き く
なる と ロ ッ ク アウ ト を起こ し に く く な り ますがし ゃ光物体の検出エ リ アからの 「抜け」 に
対する監視が緩 く な り ます。 形式、 フ ローテ ィ ング光軸数によ っ ては許容光軸を設定でき
ません。 設定可能な組み合わせについては下表を参照 く だ さい。

設定可能項目一覧

フ ローテ ィ ング光軸数と許容光軸数を上記表の設定可能な組み合わせ以外の設定を行 う と
「ERR」 が表示されます。

形式 フ ローテ ィ ング光軸数 許容光軸

F3SJ-A □□□□□ 14
F3SJ-A □□□□□ 20

1 光軸 設定不可

2 光軸 設定不可

3 光軸 2 光軸

4 光軸 2 光軸

3 光軸

F3SJ-A □□□□□ 30
F3SJ-A □□□□□ 55

1 光軸 設定不可

2 光軸 1 光軸

3 光軸 1 光軸

2 光軸

4 光軸 1 光軸

2 光軸
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■ 連続光軸モー ドの設定手順

1. F3SJ の形式毎のグラ フ を参照する。 （32 ページ）

2. し ゃ光物体の大き さがグラ フ内のいずれかの範囲内にある こ と を確認する。

3. 該当する範囲から フ ローテ ィ ング光軸数、 許容光軸数を F39-MC で設定する。

該当する設定が複数ある場合
1. グラ フの最大値が小さい方 ・ ・ ・ 最小検出物体が小さ く な り ます。

2. グラ フの設定可能範囲が狭い方 ・ ・ ・ し ゃ光物体の検出エ リ アからの 「抜け」 を敏

感に監視し ます。

1.、 2. の優先順位で選択し ていただ く こ と でよ り安全に設定を行う こ とができます。

正常に動作し ない場合の対策
･ 制御出力が OFF する場合は
1. グラ フの最大値がよ り大きい設定に変更する。

2. 光軸ピ ッ チの広い F3SJ に変更する。

･ ロ ッ クアウ ト を起こす場合は
1. グラ フの最小値がよ り小さい設定に変更する。

2. フ ローテ ィ ングモー ド 2 （非連続光軸モー ド） に変更する。 ただ し し ゃ光物体の 「抜

け」 が監視できな く な り ます。

連続光軸モー ドの設定例
･ フ ローテ ィ ング光軸数 　 3 光軸

（3 光軸のし ゃ光まで出力 ON を維持し ます。 4 光軸し ゃ光で出力 OFF。）
･ 許容光軸数　 1 光軸

（3-1=2光軸のし ゃ光まで出力ONを維持し ます。1光軸以下のし ゃ光でロッ ク アウト 。）

4 光軸し ゃ光

出力 OFF

3 光軸し ゃ光

出力 ON

2 光軸し ゃ光

出力 ON

1 光軸し ゃ光

ロ ッ ク アウ ト



8. セ ッ ト メ ニュー （SET）

形 F39-MC21 セ ッ テ ィ ングコ ン ソール取扱説明書 32

連続光軸モー ドの有効範囲
･ F3SJ-A □□□□ P(N)14 シ リーズ

･ F3SJ-A □□□□ P(N)20 シ リーズ

･   F3SJ-A □□□□ P(N)30 シ リーズ

･  F3SJ-A □□□□ P55 シ リーズ
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■ 非連続光軸モー ドの設定基準

非連続光軸モー ド を有効に設定するために以下の項目の設定が必要にな り ます。

フ ローテ ィ ング光軸数の設定
フ ローテ ィ ングブ ラ ンキングをかける光軸数を設定し ます。 1 ～ 4 光軸まであ り、 F3SJ の
形式によ り設定可能範囲が変化し ます。し ゃ光物体の大き さに合わせて設定し ます。フ ロー
テ ィ ング光軸数が大き く なる と最小検出物体が大き く な り ます。

■ 非連続光軸モー ドの設定手順

1. F3SJ の形式毎のグラ フ を参照する。 （34 ページ）

2. それぞれのし ゃ光物体の大き さがグラ フ内のいずれかの範囲内にある こ と を確認する。

3. 該当する範囲でよ り小さいフ ローテ ィ ング光軸数をそれぞれのし ゃ光物体毎に設定し、

それらの合計値を フ ローテ ィ ング光軸数と し て F39-MC で設定する。

正常に動作し ない場合の対策
制御出力が OFF する場合は
1. よ り大きいフ ローテ ィ ング光軸数に変更する。

2. 光軸ピ ッ チの広い F3SJ に変更する。

非連続光軸モー ドの設定例
･ フ ローテ ィ ング光軸数 　 2 光軸

（2 光軸のし ゃ光まで出力 ON を維持し ます。）

3 光軸し ゃ光

出力 OFF

2 光軸し ゃ光

出力 ON

1 光軸し ゃ光

出力 ON

全入光

出力 ON
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非連続光軸モー ドの有効範囲
･ F3SJ-A □□□□ P(N)14 シ リーズ

･ F3SJ-A □□□□ P(N)20 シ リーズ

･ F3SJ-A □□□□ P(N)30 シ リーズ

･ F3SJ-A □□□□ P55 シ リーズ
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■  フ ローテ ィ ングブ ラ ンキング機能設定例

･ フ ローテ ィ ングブ ラ ンキングエ リ アの設定
フ ローテ ィ ングブ ラ ンキング機能を有効に設定する と全光軸がフ ローテ ィ ングブ ラ ン
キングエ リ アに設定されます。ただ し ミ ューテ ィ ングシステム時はフ ローテ ィ ングブラ
ンキング機能を有効に設定する こ とができません。

･ F3SJ 用 PC ツールで設定されたフ ローテ ィ ングブラ ンキングエ リ アの設定
F3SJ用PC ツールで設定されたフ ローテ ィ ングブ ラ ンキングエ リ アが部分設定されてい
た場合、 F39-MC ではセ ッ ト メ ニューにおいては設定リ カバリのメ ニューのみ表示され
ます。再設定を行 う場合は設定リ カバリ後にフ ローテ ィ ングブ ラ ンキング機能を有効と
し て く だ さい。F3SJ 用 PC ツールで全エ リ アまたは両端光軸無効モー ド （両端光軸以外
のエ リ ア） が設定されている場合は、 F39-MC でそのまま設定可能と な り ます。

･  両端光軸無効モー ドの設定
両端光軸無効モー ド を有効に設定する と、 F3SJ の両端の光軸が通常光軸に設定されま
す。 このモー ド を有効に設定する こ と によ り両端のいずれかの光軸がし ゃ光された場
合、 フ ローテ ィ ング光軸数にかかわらず制御出力を OFF させます。
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■ フ ローテ ィ ングブ ラ ンキング メ ニュー一覧
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■   フ ローテ ィ ングブ ラ ンキングの設定手順

1） フ ローテ ィ ングブ ラ ンキングの機能有効
1-1.「機能有効メ ニュー」 にて [ENTER] キーを押し た後、 [UP] [DOWN] キーで 「ON ： 有効」

を選択し、 ［ENTER］ キーを押し ます。

1-2.「Ｅ  Ｎ Ｔ  」 と表示されるので設定変更を許可する場合は ［ENTER］ キーを押し て く だ

さい。

1-3.「GOOD」 と表示される こ と を確認し ます。 表示されない場合は、 1-1. からやり直し て

く だ さい。

2） フ ローテ ィ ングモー ド
2-1.「フ ローテ ィ ングモー ド」 メ ニューにて [ENTER] キーを押し、 フ ローテ ィ ングのモー ド

番号を [UP] [DOWN] キーで選択し ます。 モー ド を選択後、 [ENTER] キーを押し て く ださ

い。 モー ド番号と動作の内容は以下のとお り です。

･ モー ド 1 　 ： 連続光軸モー ド
･ モー ド 2 　 ： 非連続光軸モー ド

2-2.「ENT」 と表示されるので設定変更を許可する場合は ［ENTER］ キーを押し て く だ さい。

3） フ ローテ ィ ング光軸数の設定
3-1.「フ ローテ ィ ング光軸数」 メ ニューにて [ENTER] キーを押し ます。 し ゃ光物の大き さに

応じ て、 フ ローテ ィ ング光軸数 （フ ローテ ィ ングする光軸数） を選択し、 ［ENTER］ キー

を押し ます。

3-2.非連続光軸モー ド を選択し た場合は 「Ｅ Ｎ Ｔ  」 と表示されます。 設定変更を許可する

場合は ［ENTER］ キーを押し ます。

3-3.連続光軸モー ド を選択し た場合は許容光軸数を選択し、 ［ENTER］ キーを押し ます。 設

定可能な許容光軸数については P29 の表を参照し て く ださい。

3-4.「GOOD」 と表示される こ と を確認し ます。 表示されない場合は、 2-1. からやり直し て

く だ さい。
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4） 両端光軸無効モー ド
4-1.両端の光軸以外を フ ローテ ィ ングブ ラ ンキングエ リ アに設定し たい場合は「両端光軸無

効モー ド」 メ ニューにて [ENTER] キーを押し た後、 [UP] [DOWN] キーで 「ON ： 有効」

を選択し、 ［ENTER］ キーを押し ます。

4-2.「GOOD」 と表示される こ と を確認し ます。 表示されない場合は、 4-1. からやり直し て

く だ さい。

4-3.F39-MC を F3SJ から外し、電源を再投入し ます。F3SJ が正常に動作する こ と を確認し

て く だ さい。

 ＜注意事項＞
1. フ ローテ ィ ングブ ラ ンキング機能使用時は、 最小検出物体直径が大き く な り ます。 安全

距離の計算には、必ずフ ローテ ィ ングブ ラ ンキング機能使用時の最小検出物体を使用し

て く だ さい。

フ ローテ ィ ングブ ラ ンキング機能設定時の最小検出物体

2. 「 フィ ッ クスブランキング機能（ 23 ページ）」「 警告エリ ア機能（ 58 ページ）」 のいずれかが

機能有効と なっ ていると 、「 フ ローティ ングブランキング機能」 を機能有効と するこ と がで

きません。（ F3SJ 用 PC ツール形 F39-GWUM でエリ ア設定を行えば併用が可能） メ ニュー一

覧の② -1 にて、「 OFF」と 表示さ れます。機能の併用については以下の表を参照し てく ださ い。

フ ローテ ィ ングブ ラ ンキング機能との併用

× ： 機能の併用はできません （先に設定された機能が優先され、後から他の機能を有効
に設定する こ とができません）

3. 接続された F3SJ が 「 ミ ューテ ィ ングシステム」 の場合、 フ ローテ ィ ングブラ ンキング

機能は設定できません。

形式 フ ローテ ィ ングブラ ンキング設定と最小検出物体

設定な し 設定 １ 設定 2 設定 3 設定 4

形 F3SJ-A □□□□□ 14
シ リーズ

14 mm 23mm 32 mm 41 mm 50 mm

形 F3SJ-A □□□□□ 20
シ リーズ

20 mm 35mm 50 mm 65 mm 80 mm

形 F3SJ-A □□□□□ 30
シ リーズ

30 mm 55mm 80 mm 105 mm 130 mm

形 F3SJ-A □□□□□ 55
シ リーズ

55 mm 105 mm 155 mm 205 mm 255 mm

制御出力が OFF する
し ゃ光光軸数

1 光軸 2 光軸 3 光軸 4 光軸 5 光軸

フ ィ ッ クス

ブ ラ ンキング機能

ミ ューテ ィ ング

オーバーラ イ ド機能

警告エ リ ア機能

フ ローテ ィ ング

ブ ラ ンキング機能
× × ×
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8.3. 補助出力メ ニュー

機能の詳細につきま し ては、 形 F3SJ のユーザーズマニュアルをご参照 く だ さい。
機能組み合わせ制限などあり ますので、 必ず＜注意事項＞を確認し て く だ さい。

■ 補助出力メ ニュー一覧

警告

補助出力や外部表示灯出力を安全用途に使用し ないで く だ さい。故障し ても人体が検出さ
れず、 重傷を負う おそれがあ り ます。
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■  補助出力の設定手順

1） 補助出力の出力選択
1-1.「出力選択」 メ ニューにて [ENTER] キーを押し た後、 [UP] [DOWN] キーで、 「補助出力 1

　 ： AUX1」 か 「補助出力 2 　 ： AUX2」 を選択し、 ［ENTER］ キーを押し ます。

2） 出力動作モー ドの選択
2-1.「出力動作モー ド選択」 メ ニューにて [ENTER] キーを押し た後、 [UP] [DOWN] キーで、

設定し たい出力動作モー ド を選択し、 ［ENTER］ キーを押し ます。

2-2.「Ｅ Ｎ Ｔ 」 と表示されるので設定変更を許可する場合は［ENTER］キーを押し て く ださい。

2-3.「GOOD」 と表示される こ と を確認し ます。 表示されない場合は、 2-1. からやり直し て

く だ さい。

3） 出力論理の反転
3-1.出力の論理を反転させたい場合は、 「反転出力モー ド」 メ ニューにて [ENTER] キーを押

し た後、 [UP] [DOWN] キーで 「ON ： 反転有効」 を選択し、 ［ENTER］ キーを押し ます。

3-2.「Ｅ Ｎ Ｔ 」 と表示されるので設定変更を許可する場合は［ENTER］キーを押し て く ださい。

3-3.「GOOD」と 表示さ れること を確認し ます。表示さ れない場合は、3-1. からやり 直し てく ださ い。

4） 点灯パターン
4-1.補助出力 1 に外部表示灯を接続する場合、「 点灯パタ ーン」 メ ニューにて [ENTER] キーを押

し た後、 [UP] [DOWN] キーで設定し たい点灯パタ ーンを選択し 、［ ENTER］ キーを押し ます。

4-2.「Ｅ Ｎ Ｔ 」 と表示されるので設定変更を許可する場合は［ENTER］キーを押し て く ださい。
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5） 診断機能
5-1.補助出力 1 の診断機能を有効にし たい場合は、 「補助出力診断機能」 メ ニューにて

[ENTER] キーを押し た後、 [UP] [DOWN] キーで 「ON ： 診断有効」 を選択し、 ［ENTER］

キーを押し ます。

5-2.「Ｅ Ｎ Ｔ 」 と表示されるので設定変更を許可する場合は［ENTER］キーを押し て く ださい。

5-3.「GOOD」 と表示される こ と を確認し ます。 表示されない場合は、 5-1. からやり直し て

く だ さい。

5-4.F39-MC を F3SJ から外し、 電源を再投入し ます。 F3SJ が正常に動作する こ と を確認し

て く だ さい。

＜注意事項＞
1. 補助出力メ ニューの②－ 1 にて、 「AUX1」 または 「AUX2」 を選択し ないと② -2 以降の

メ ニューは表示されません。

2. ミ ューテ ィ ングシステムの時は、 「補助出力 2 ： AUX2」 は表示されません。

3. 「点灯パターン」、 「補助出力診断機能」 が使えるのは補助出力 1 のみと な り ます。

4. ミ ューテ ィ ングシステムの場合、

・ 補助出力 1

・ 外部表示灯出力 1

・ 外部表示灯出力 2

のいずれか 1 つ 「に ミ ューテ ィ ング / オーバーラ イ ド情報」が設定されていないと F3SJ

がロ ッ クアウ ト を起こ し ます。
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8.4. 外部表示灯出力メ ニュー

機能の詳細につきま し ては、 形 F3SJ のユーザーズマニュアルをご参照 く だ さい。
必ず＜注意事項＞を確認し て く だ さい。

■ 外部表示灯出力メ ニュー一覧

警告

補助出力や外部表示灯出力を安全用途に使用し ないで く だ さ い。 故障し ても人体が検出
されず、 重傷を負う おそれがあ り ます。
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■ 外部表示灯出力の設定手順

1） 外部表示灯出力の出力選択
1-1.「出力選択」 メ ニューにて、 [ENTER] キーを押し た後、 [UP] [DOWN] キーで 「外部表示

灯出力 1 　 ：EIO1」 か 「外部表示灯出力 2 　 ：EIO2」 を選択し、［ENTER］ キーを押し ます。

2） 出力動作モー ドの選択
2-1.「出力動作モー ド選択」 メ ニューにて、 [ENTER] キーを押し た後、 [UP] [DOWN] キーで

設定し たい出力動作モー ド を選択し、 ［ENTER］ キーを押し ます。

2-2.「Ｅ Ｎ Ｔ 」 と表示されるので設定変更を許可する場合は［ENTER］キーを押し て く ださい。

2-3.「GOOD」 と表示される こ と を確認し ます。 表示されない場合は、 2-1. からやり直し て

く だ さい。

3） 出力論理の反転
3-1.出力の論理を反転させたい場合は、 「反転出力モー ド」 メ ニューにて [ENTER] キーを押

し た後、 [UP] [DOWN] キーで 「ON ： 反転有効」 を選択し、 ［ENTER］ キーを押し ます。

3-2.「Ｅ Ｎ Ｔ 」 と表示されるので設定変更を許可する場合は［ENTER］キーを押し て く ださい。

3-3.「GOOD」 と表示される こ と を確認し ます。 表示されない場合は、 3-1. からやり直し て

く だ さい。
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4） 点灯パターン
4-1.点滅させたい場合は、 「点灯パターン」 メ ニューにて [ENTER] キーを押し た後、 [UP]

[DOWN] キーで BLN1 ～ 3 を選択し、 ［ENTER］ キーを押し ます。 各点灯モー ドの内容は

以下の通り です。

LIGH ：点灯
BLN1 ：点滅 （0.5s 周期）
BLN2 ：点滅 （1.0s 周期）
BLN3 ：点滅 （2.0s 周期）

4-2.「Ｅ Ｎ Ｔ 」 と表示されるので設定変更を許可する場合は［ENTER］キーを押し て く ださい。

4-3.「GOOD」 と表示される こ と を確認し ます。 表示されない場合は、 4-1. からやり直し て

く だ さい。

5） 診断機能
5-1.診断機能を有効にし たい場合は、 「外部表示灯診断機能」 メ ニューにて [ENTER] キーを

押し た後、 [UP] [DOWN] キーで 「ON ： 診断有効」 を選択し、 ［ENTER］ キーを押し ます。

5-2.「Ｅ Ｎ Ｔ 」 と表示されるので設定変更を許可する場合は［ENTER］キーを押し て く ださい。

5-3.「GOOD」 と表示される こ と を確認し ます。 表示されない場合は、 5-1. からやり直し て

く だ さい。

5-4.F39-MC を F3SJ から外し、 電源を再投入し ます。 F3SJ が正常に動作する こ と を確認し

て く だ さい。

＜注意事項＞
1. 外部表示灯出力メ ニューの②－ 1 にて、 「EIO1」 または 「EIO2」 を選択し ないと② -2 以

降のメ ニューは表示されません。

2. ミ ューテ ィ ングシステムの場合、

・ 補助出力 1

・ 外部表示灯出力 1

・ 外部表示灯出力 2

のいずれか 1 つ 「に ミ ューテ ィ ング / オーバーラ イ ド情報」が設定されていないと F3SJ

がロ ッ クアウ ト を起こ し ます。
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8.5. 外部リ レーモニ タ メ ニュー
機能の詳細につきま し ては、 形 F3SJ のユーザーズマニュアルをご参照 く だ さい。

■ 外部リ レーモニ タ メ ニュー一覧
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■ 外部リ レーモニ タの設定手順

※ 外部リ レーモニ タ機能について、 F3SJ のデフ ォル ト 設定は 「有効」 です。

1） 外部リ レーモニ タ機能の有効
1-1.外部 リ レ ーモ ニ タ 機能を有効ま たは無効に し たい場合、 「機能有効 メ ニ ュ ー」 にて

[ENTER] キーを押し た後、 [UP] [DOWN] キーで 「ON ： 有効」 または 「OFF ： 無効」 を選

択し、 ［ENTER］ キーを押し ます。

1-2.「Ｅ Ｎ Ｔ 」 と表示されるので設定変更を許可する場合は［ENTER］キーを押し て く ださい。

1-3.「GOOD」 と表示される こ と を確認し ます。 表示されない場合は、 1-1. からやり直し て

く だ さい。

2） 遅れ許容時間
2-1.外部リ レーからのフ ィ ー ドバッ ク信号の監視時間を変更し たい場合は、「遅れ許容時間」

メ ニューにて [ENTER] キーを押し た後、フ ィ ー ドバッ ク信号の遅れ時間を考慮し た値を

設定し、 ［ENTER］ キーを押し ます。 遅れ許容時間の入力方法は [UP]、 [DOWN] キーで

数字の変更、 [L]、 [R] キーで桁の移動を行います。 1 桁目は設定できません。 設定でき

る時間は 0.1 ～ 2.5s です （0.1s 毎に設定可能）。

2-2.「Ｅ Ｎ Ｔ 」 と表示されるので設定変更を許可する場合は［ENTER］キーを押し て く ださい。

2-3.「GOOD」 と表示される こ と を確認し ます。 表示されない場合は、 2-1. からやり直し て

く だ さい。

2-4.F39-MC を F3SJ から外し、 電源を再投入し ます。 F3SJ が正常に動作する こ と を確認し

て く だ さい。
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8.6. イ ン ターロ ッ ク メ ニュー

機能の詳細につきま し ては、 形 F3SJ のユーザーズマニュアルをご参照 く だ さい。

■ イ ン ターロ ッ ク メ ニュー一覧

警告

イ ン タ ーロ ッ ク リ セ ッ ト スイ ッ チは、 危険領域全体が見え、 かつ危険領域内から操作で
きない位置に設置し て く だ さい。
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■ イ ン ターロ ッ クの設定手順

･ ベーシ ッ クシステム
マニュアルリ セ ッ ト 配線時の 「ス ター ト イ ン ターロ ッ ク」 「リ ス ター ト イ ン ターロ ッ ク」
の有効 ・ 無効の設定ができます。 デフ ォル ト は両方と も有効です。 配線の詳細について
は形 F3SJ のマニュアルを参照 く だ さい。

･ ミ ューテ ィ ングシステム
「ス ター ト イ ン ターロ ッ ク」 「リ ス ター ト イ ン ターロ ッ ク」 の有効 ・ 無効の設定ができま
す。 デフ ォル ト は両方と も無効です。

1） ス ター ト イ ン ターロ ッ ク
1-1.ス ター ト イ ン ターロ ッ ク機能を無効にし たい場合、 「ス ター ト イ ン ターロ ッ ク - 機能有

効メ ニュー」 にて [ENTER] キーを押し た後、 [UP] [DOWN] キーで 「OFF ： 無効」 を選択

し、 ［ENTER］ キーを押し ます。

1-2.「Ｅ Ｎ Ｔ 」 と表示されるので設定変更を許可する場合は［ENTER］キーを押し て く ださい。

1-3.「GOOD」 と表示される こ と を確認し ます。 表示されない場合は、 1-1. からやり直し て

く だ さい。

2） リ ス ター ト イ ン ターロ ッ ク
2-1.リ ス ター ト イ ン ターロ ッ ク機能を無効にし たい場合、 「リ ス ター ト イ ン ターロ ッ ク - 機

能有効メ ニュー」 にて [ENTER] キーを押し た後、 [UP] [DOWN] キーで 「OFF ： 無効」 を

選択し、 ［ENTER］ キーを押し ます。

2-2.「Ｅ Ｎ Ｔ 」 と表示されるので設定変更を許可する場合は［ENTER］キーを押し て く ださい。

2-3.「GOOD」 と表示される こ と を確認し ます。 表示されない場合は、 2-1. からやり直し て

く だ さい。

2-4.F39-MC を F3SJ から外し、 電源を再投入し ます。 F3SJ が正常に動作する こ と を確認し

て く だ さい。
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8.7. ミ ューテ ィ ング / オーバーラ イ ド メ ニュー

機能の詳細につきま し ては、 形 F3SJ のユーザーズマニュアルをご参照 く だ さい。
本メ ニューは、 F3SJ が 「 ミ ューテ ィ ングシステム」 の時のみ表示されます。
（ 「 ミ ューテ ィ ングシステム」 とは、 F3SJ の投光器または受光器に、 オプシ ョ ンの ミ ュー
テ ィ ング用キーキャ ッ プ形 F39-CN6 が取り付けられた状態です。）
機能組み合わせ制限などあり ますので、 必ず＜注意事項＞を確認し て く だ さい。

警告

ミ ューテ ィ ング機能は、 装置の安全機能を無効にし ます。 前述の機能が働いている と き
の安全性については、 別の手段で確保し て く だ さい。

ミ ューテ ィ ングセ ンサは人体 と 通過 さ せる物体の区別がで き る よ う に配置 し て く だ さ
い。

ミ ューテ ィ ング機能の状態を表示する ミ ューテ ィ ングラ ンプ ( 外部表示灯） はすべての
位置から確認できる場所に設置し て く だ さい。

ミ ューテ ィ ング入力には、 独立し た 2 つの入力機器を使用し て く だ さい。

ミ ューテ ィ ング継続時間は、 適切な訓練を受けた有資格者が、 アプ リ ケーシ ョ ンに合わ
せて的確な設定を し て く だ さ い。 特に ミ ューテ ィ ング時間制限値を無限大に設定する際
には、 設定者自身が責任を持って実行 く だ さい。
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■ ミ ューテ ィ ング / オーバーラ イ ド メ ニュー一覧
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■ ミ ューテ ィ ング / オーバーラ イ ド の設定手順

1） ミ ューテ ィ ングエ リ ア選択
1-1.「 ミ ューテ ィ ングエ リ ア選択」 メ ニューで ミ ューテ ィ ング機能が有効になる光軸範囲を

指定し ます。 F3SJ のデフ ォル ト 設定は 「全エ リ ア ： ALL」 です。 部分的に ミ ューテ ィ ン

グ機能を有効にする場合は、[ENTER] キーを押し た後、[UP] [DOWN] キーで 「部分指定：

PART」 を選択し、 ［ENTER］ キーを押し ます。

1-2.「全エ リ ア ： ALL」 を選択する と 「Ｅ Ｎ Ｔ 」 と表示されるので設定変更を許可する場合

は ［ENTER］ キーを押し て く だ さい。

1-3.「GOOD」 と表示される こ と を確認し ます。 表示されない場合は、 1-1. からやり直し て

く だ さい。

1-4.「部分指定」 の場合、 「光軸指定 （テ ィ ーチング） 」 メ ニューが表示されます。 こ こ で、

ミ ューテ ィ ング機能が有効と なる光軸の範囲を指定し ます。F3SJの検知エ リ ア内にし ゃ

光物が設置されている こ と を確認し、 ［ENTER］ キーを押し ます。 し ゃ光物が設置され

ている範囲が ミ ューテ ィ ング状態と な り ます。

1-5.テ ィ ーチング後、 確認のために ミ ューテ ィ ング

機能が有効になる光軸の範囲が表示されます。

こ こ で範囲を調整 し たい場合は [UP] [DOWN]

キーでの変更が可能です。 「FROM」 と表示され

ている画面で[UP] [DOWN] キーにて最下位光軸

番号を選択し、 [ENTER] キーを押し ます。

1-6.「TO」 と表示されている画面で [UP] [DOWN]

キーに て最上位光軸番号 を 選択 し、 [ENTER]

キーを押し ます。

1-7.「Ｅ Ｎ Ｔ 」 と表示されるので設定変更を許可す

る場合は ［ENTER］ キーを押し て く だ さい。

1-8.「GOOD」 と表示される こ と を確認し ます。表示

されない場合は、1-1. からやり直し て く だ さい。

2） ミ ューテ ィ ング時間制限値
2-1. ミ ュ ーテ ィ ング機能が動作 し ている時間を変

更し たい場合は、 「 ミ ューテ ィ ング時間制限値」

メ ニューにて制限時間を選択し ます。F3SJ のデ

フ ォル ト 設定は 「60 秒」 です。 1s ～ 600s （1s

毎） または時間制限無し （000 と表示） に変更

ができます。 ミ ューテ ィ ング時間制限値の入力
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方法は [UP]、 [DOWN] キーで数字の変更、[L]、 [R] キーで桁の移動を行い、[ENTER] キー

を押し て く だ さい。

2-2.「Ｅ Ｎ Ｔ 」 と表示されるので設定変更を許可する場合は［ENTER］キーを押し て く ださい。

2-3.「GOOD」 と表示される こ と を確認し ます。 表示されない場合は、 2-1. からやり直し て

く だ さい。

3） オーバーラ イ ド時間制限値
3-1.オーバーラ イ ド 機能が動作し ている時間を変更し たい場合は、 「オーバーラ イ ド 時間制

限値」 メ ニューにて制限時間を選択し ます。 F3SJ のデフ ォル ト 設定は 「60 秒」 です。

1s ～ 600s （1s 毎） の間で変更ができます。 ただし時間制限無しに設定する こ とはでき

ません。オーバーラ イ ド時間制限値の入力方法は [UP]、[DOWN] キーで数字の変更、[L]、

[R] キーで桁の移動を行い、 [ENTER] キーを押し て く だ さい。

3-2.「Ｅ Ｎ Ｔ 」 と表示されるので設定変更を許可する場合は［ENTER］キーを押し て く ださい。

3-3.「GOOD」 と表示される こ と を確認し ます。 表示されない場合は、 3-1. からやり直し て

く だ さい。

3-4.F39-MC を F3SJ から外し、 電源を再投入し ます。 F3SJ が正常に動作する こ と を確認し

て く だ さい。
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＜注意事項＞
1. 「部分指定」 の時、 1 つの F3SJ に対し て、 1 エ リ アのみ ミ ューテ ィ ング機能が有効と な

り ます （下記図参照）。 複数のエ リ アを指定する と、 エラーと な り ます。

2. 「 フ ローティ ングブラ ンキング機能（ 29 ページ）」「 警告エリ ア機能（ 58 ページ）」 のいず

れかが機能有効と なっ ている状態でミ ュ ーティ ング用キーキャ ッ プを装着すると F3SJ が

ロッ ク アウト を起こ し ます。（ F3SJ 用 PC ツール形 F39-GWUM でエリ ア設定を行う こ と に

より こ れら の機能の併用が可能と なり ます）機能の併用については以下の表を参照し てく

ださ い。

ミ ューテ ィ ング ・ オーバーラ イ ド機能との併用

○ ： 機能の併用が可能 （後から機能を有効に設定する こ とが可能）

× ： 機能の併用はできません （先に設定された機能が優先され、後から他の機能を有効
に設定する こ とができません）

フ ィ ッ クス

ブ ラ ンキング機能

フ ローテ ィ ング

ブ ラ ンキング機能

警告エ リ ア機能

ミ ューテ ィ ング

オーバーラ イ ド機能
○ × ×

し ゃ光物

し ゃ光物

し ゃ光物
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8.8. 警告エ リ ア メ ニュー

安全距離の計算例、機能の詳細につきま し ては、形 F3SJ のユーザーズマニュアルをご参照
く だ さい。
機能組み合わせ制限などあり ますので、必ず＜注意事項＞を確認し て く だ さい。本メ ニュー
はセーフ テ ィ マルチビーム形 F3SJ-AM □ P □□□では表示されません。

警告

警告エ リ ア出力は非安全出力です。安全距離の計算式に含めないよ う にし て く ださい。安
全距離が短 く なる こ とによ り重傷を負う恐れがあり ます。

警告エ リ アは安全用途に使用できません。 必ず検出エ リ アを通過し て、 危険源に到達す
る設置にし て く だ さい。

警告エ リ ア機能は F3SJ が水平に設置されている と きのみ使用可能です。垂直に設置され
ている場合は、 使用できません。

警告エ リ アは、 安全距離を も とに設定し て く だ さい。
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■ 警告エ リ ア メ ニュー一覧
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■  警告エ リ アの設定手順

1） 警告エ リ アの機能有効
1-1.「警告エ リ ア」 機能を有効にし たい場合は、 「機能有効メ ニュー」 にて [ENTER] キーを

押し た後、 [UP] [DOWN] キーで 「ON ： 有効」 を選択し、 ［ENTER］ キーを押し ます。

1-2.「Ｅ Ｎ Ｔ 」 と表示されるので設定変更を許可する場合は［ENTER］キーを押し て く ださい。

1-3.「GOOD」 と表示される こ と を確認し ます。 表示されない場合は、 1-1. からやり直し て

く だ さい。

2） 警告エ リ ア選択
2-1.「警告エ リ ア」 機能が有効と なる光軸の範囲を選択し ます。 範囲の選択方法と し て、 以

下の ３ つの方法があ り ます。 「エ リ ア選択」 メ ニ ューにて、 [ENTER] キーを押し た後、

[UP] [DOWN] キーで 「全エ リ ア ： ALL」 「最下位光軸から ： LO」 「最上位光軸から ： HI」

のいずれかを選択し、 ［ENTER］ キーを押し ます。

① 全エ リ ア （直列連結時のみ）
② 最下位光軸～任意の光軸ま で 　 （最

下位光軸とは、 最も電源側に近い光
軸 を 意味 し ま す。 設定例は図 １ 参
照。）

③ 最上位光軸～任意の光軸まで （最上
位光軸とは、 最も直列連結側に近い
光軸を意味し ます。）

①を選択し た場合 　 　 　 → 　 2-2 へ
②、 ③を選択し た場合 　 → 　 2-4 へ

2-2.「Ｅ Ｎ Ｔ 」 と表示されるので設定変更を

許可する場合は ［ENTER］ キーを押し て

く だ さい。

2-3.「全エ リ ア ： ALL」 の場合、 「GOOD」 と

表示される こ と を確認し ます。 表示され

ない場合は、 2-1. からやり直し て く ださ

い。

2-4.「最下位光軸から ： LO」 または 「最上位

光軸から ： HI」 で ［ENTER］ キーを押すと テ ィ ーチング光軸指定に移行し ます。
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2-5.[ENT] と表示されるのでテ ィ ーチング光軸指定を許可する場合は警告エ リ アに設定し た

い範囲を し ゃ光し た上で ［ENTER］ キーを押し て く だ さ い。 このと き 「最下位光軸か

ら ： LO」 を選択し た場合は最下位光軸を、 「最上位光軸から ： HI」 を選択し た場合は最

上位光軸を連続し た 1 つのエ リ アで し ゃ光し ている必要があ り ます。

し ゃ光し ていない状態でのテ ィ ーチング、および最上位または最下位光軸が遮光されて

いない状態でテ ィ ーチングし た場合は 「ERR」 と表示されます。

このし ゃ光条件を満た し ていない場合、あるいはどの光軸も し ゃ光されていない場合は

「ERR」 と表示されます。

2-6.「光軸数選択 メ ニ ュ ー」 にて 「警告エ リ ア」 機能が有効 と な る光軸数を表示 し ます。

「ERR」 が表示される場合は 2-5. からやり直し て く ださい。 設定された警告エ リ アを増

減させる場合は [UP] [DOWN] キーにて光軸数を調整後、 ［ENTER］ キーを押し ます。 変

更し ない場合もそのまま ［ENTER］ キーを押し て く だ さい。

2-7.「Ｅ Ｎ Ｔ 」 と表示されるので設定変更を許可する場合は［ENTER］キーを押し て く ださい。

2-8.「GOOD」 と表示される こ と を確認し ます。 表示されない場合は、 2-1. からやり直し て

く だ さい。

2-9.F39-MC を F3SJ から外し、 電源を再投入し ます。 F3SJ が正常に動作する こ と を確認し

て く だ さい。
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＜注意事項＞
1. 「フ ィ ッ クスブ ラ ンキング機能 （23 ページ） 」 「フ ローテ ィ ングブラ ンキング機能 （29

ページ）」 のいずれかが機能有効と なっている場合、 また、 接続された F3SJ が 「 ミ ュー

テ ィ ングシステム」 の場合、 「警告エ リ ア機能」 を機能有効と する こ とができ ません。

（F3SJ 用 PC ツール形 F39-GWUM でエ リ ア設定を行えば併用が可能） メ ニュー一覧の②

-1 にて、 「OFF」 と表示されます。 機能の併用については以下の表を参照し て く ださい。

（「 ミ ューテ ィ ングシステム」 とは、F3SJ の投光器または受光器に、オプシ ョ ンの ミ ュー

テ ィ ング用キーキャ ッ プ形 F39-CN6 が取り付けられた状態です。）。

警告エ リ ア機能との併用

× ： 機能の併用はできません （先に設定された機能が優先され、後から他の機能を有効
に設定する こ とができません）

2. 直列連結時のみ 1 セ ッ ト 全エ リ アに警告エ リ アを設定する こ とができます。 （図 ２ 、 ３

参照）

フ ィ ッ クス

ブ ラ ンキング機能

フ ローテ ィ ング

ブ ラ ンキング機能

ミ ューテ ィ ング

オーバーラ イ ド機能

警告エ リ ア機能 × × ×

警告
エ リ ア

警告エ リ ア

通常エ リ ア

図 2

図 3
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8.9. 設定リ カバリ メ ニュー

F3SJ の設定を工場出荷状態に戻し たい場合に使用し ます。 機能の詳細につきま し ては、 形
F3SJ のユーザーズマニュアルをご参照 く だ さい。

■ 設定リ カバリ メ ニュー一覧

■ 設定リ カバリの設定手順

1） 設定リ カバリ
1-1.「設定リ カバリ」 メ ニューにて [ENTER] キーを押し た後、 [UP] [DOWN] キーで 「SEND」

を選択し、 ［ENTER］ キーを押し ます。

1-2.「GOOD」 と表示される こ と を確認し ます。 表示されない場合は、 1-1. からやり直し て

く だ さい。

1-3.F39-MC を F3SJ から外し、 電源を再投入し ます。 F3SJ が正常に動作する こ と を確認し

て く だ さい。

警告

設定リ カバリする場合は、必ず適切な訓練を受けた有資格者が実施し て く ださい。間違っ
た設定によ り人体が検出されず、 重傷を負う恐れがあり ます。

[L][R]
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8.10. 検出距離変更メ ニュー
F3SJ の検出距離を変更する こ とができます。
機能の詳細につきま し ては、 形 F3SJ のユーザーズマニュアルをご参照 く だ さい。

■ 検出距離変更メ ニュー一覧

[UP][DOWN] [L][R]
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■  検出距離の設定手順

1. 「検出距離の設定」 メ ニューにて、 [ENTER] キーを押し た後、 [UP] [DOWN] キーで検出

距離を選択し ます。 以下の 6 段階で選択可能です。 選択後、 ［ENTER］ キーを押し ます。

　 　 0.5m、 1m、 2m、 3m、 5m、 MAX 　 （デフ ォル ト 設定は 「MAX」）
2. 「Ｅ Ｎ Ｔ 」 と表示されるので設定変更を許可する場合は［ENTER］キーを押し て く ださい。

3. 「GOOD」 と表示される こ と を確認し ます。 表示されない場合は、 1. からやり直し て く

だ さい。

4. F39-MC を F3SJ から外し、 電源を再投入し ます。 F3SJ が正常に動作する こ と を確認し

て く だ さい。

＜注意事項＞
1. 「検出距離の設定」 における 「MAX」 は定格検出距離を表し、検出幅によ って異な り ます。

定格検出距離 　
形 F3SJ-A □□□□ P(N)xx 　 ： 　 □□□□ 　 ≦ 　 1649 　 の場合 　 9m
形 F3SJ-A □□□□ P(N)xx 　 ： 　 □□□□ 　 ≧ 　 1655 　 の場合 　 7m
例） 形 F3SJ-A2117P14 は、 2117 ≧ 1655 ですので、 MAX （定格検出距離） は 7m です。

2. 検出距離を初期設定 （MAX） から変更後、 F3SJ の故障等によ り投光器または受光器を

交換し、検出距離を再設定する場合にセ ッ ト メ ニューでは設定リ カバリ メ ニューのみが

表示されます。
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9. チ ェ ッ ク メ ニュー （CHECK）

チ ェ ッ ク メ ニューでは、 F3SJ の動作状態をモニ タする こ とができます。 「6. 機能選択」 で
CHECK を選択し、 [ENTER] キーを押すこ とによ り 1. 受光量表示画面が表示されます。 以下
に機能の選択方法を示し ます。 各機能のと こ ろで [ENTER] キーを押すと、 その機能の詳細
情報を確認する こ とができます。

一部の機能では、 設定を変更する こ とができます。

＜設定変更時、 およびモニ タ時の注意事項＞
1. 各機能の設定において、 設定内容の許可 （ 「Ｅ Ｎ Ｔ  」 が表示中に ［ENTER］ キーを入

力） を し、 "GOOD" と表示される と設定が完了し たこ と を示し ます。 "GOOD" と表示さ

れなかった場合、 [ENTER] キーを押さ なかった場合、 設定は完了し ていません。

2. [ENTER]キーを押し てから "GOOD" と表示されるまでの間に電源を落と さ ないで く ださ

い。 万が一電源を落と し た場合、 F3SJ が正常動作し ない可能性があり ます。

3. F3SJ がロ ッ クアウ ト を起こ し ている場合は 「4. エラー履歴」 のみ表示されます。

警告

F3SJ の設定変更後は必ず有資格者が始業点検を行い、 安全を確認し てから通常運転を開
始し て く だ さい。
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9.1. 受光量表示メ ニュー
F3SJ の受光レベルを表示し ます。 現在の F3SJ 設置状況での受光レベルの把握や、 光軸調
整時に利用できます。
光軸数や機能の詳細につきま し ては、 形 F3SJ のユーザーズマニュアルをご参照 く ださい。

■ 受光量表示メ ニュー一覧
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■ ピーク ・ ボ ト ム表示

ボ ト ム位置は、1 つ F3SJ の検出エ リ アを 3 分割し、「上」 「中」
「下」 に区切られます。
上記の例では、 ピーク値は 「123」 、 ボ ト ム値は 「100」 です。
ボ ト ム位置は 「下」 なので、 60 光軸の F3SJ の場合、 1 ～ 20
光軸のど こかにボ ト ム値と なる光軸がある こ と を表 し ます。
（図 １ 参照）

（ポイ ン ト ）
ピーク値と ボ ト ム値に大きな差がある場合、 投光器と受光器
が平行に設置されていない （光軸が部分的にずれている） 可
能性があり ます。 も う一度光軸調整を行って く だ さい。
それでも改善されない場合は、 以下の原因が考えられます。
- 投受光面が部分的に汚れている

　 ⇒ 　 投受光面を清掃し て く だ さい。
- 投光パワー、 または受光感度が部分的に劣化し ている

　 ⇒ 　 F3SJ を交換し て く だ さい
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■ 個別受光レベル値

各光軸の受光レベル値を リ アルタ イムに確認できます。

上記の例では、 「122 光軸目」 の現在の受光レベル値は 「100」 です。

■ 個別ピーク値

指定し た光軸で、 も っ と も受光感度が高い値を保持し て表示し ます。

上記の例では、 「122 光軸目」 の受光レベルピーク値は 「105」 です。 光軸調整時、 投光器か
らの光が受光器にどれぐ らいまで入るかを、 光軸ご とに把握する こ とができます。
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■ パーセン ト 表示

光軸毎に ON し きい値に対する受光レベルの割合が表示されます。

上記の例では、 「122 光軸目」 の受光レベルパーセン ト 値は 「556 パーセン
ト 」 です。 オン し きい値に対し て 5.56 倍の余裕がある こ と を表し ます。
※ 1000% 以上と なった場合、 表示は 「999P」 と な り ます。
※ パーセン ト 値が 200 ％よ り低い場合、 も う一度光軸調整を行って く ださい。 それでも改

善されない場合は、 以下の原因が考えられます。
- 検出距離が短 く 設定されている

　 ⇒ 　 検出距離の設定を長 く 設定し直し て く だ さい。
- 投受光面が汚れている

　 ⇒ 　 投受光面を清掃し て く だ さい。
- 投光パワー、 または受光感度が劣化し ている

　 ⇒ 　 F3SJ を交換し て く だ さい。

＜ワンポイ ン ト ＞
･ この機能を活用し、出来るだけ受光レベル値が大きな値になるよ う に光軸調整する こ と

で、 よ り安定し た検出を行う こ とが出来るよ う にな り ます。
･ 「12. 受光レベル - 設置距離グラ フ」 （101 ページ） のメ ンテナンス時の受光レベルチ ェ ッ

ク フ ローに従って、 「受光レベル－設置距離グラ フ」 を参考に、 F3SJ 設置状態が適正で
あるか確認 く だ さい。
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9.2. 負荷開閉回数メ ニュー
F3SJ に記録されている 「負荷開閉回数」 をモニ タ し ます。 「負荷開閉回数」 は、 F3SJ が動
作中に制御出力が OFF し た回数の積算値です。
※ 百の位以下は切り上げて表示されます。
※ 表示が 「400」 の場合、 399,001 ～ 400,000 回を意味し ます。
「負荷開閉回数」 をモニ タする こ と で、 F3SJ に接続し た外部リ レーの応答回数を把握する
こ とができます。 これによ り、 外部リ レーの予防保全と し て利用する こ とができます。
機能の詳細につきま し ては、 形 F3SJ のユーザーズマニュアルをご参照 く だ さい。

■ 負荷開閉回数メ ニュー一覧
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■ 負荷開閉積算回数

■ 負荷開閉回数リ セ ッ ト

全 F3SJ に記録されている 「負荷開閉回数」 を リ セ ッ ト し ます。
制御出力に接続し た リ レーやコ ン タ ク タの新規取り付け ・ 交換時に負荷開閉回数を リ セ ッ
ト させる こ と で、 制御出力に接続し た リ レーやコ ン タ ク タの応答回数を記録する こ とがで
きます。
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9.3. 通電時間メ ニュー
各 F3SJ の通電時間をモニ タ し ます。
機能の詳細につきま し ては、 形 F3SJ のユーザーズマニュアルをご参照 く だ さい。

■ 通電時間メ ニュー一覧
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F3SJ の 「通電時間」 を把握する こ と で、 F3SJ、 または F3SJ が組み込まれている装置の予
防保全に利用する こ とができます。
※ CH ご とにしかモニ タ ・ 設定をする こ とができません。
※ F3SJ は 1 時間毎に通電時間を記録し ます。
※ 十の位以下は切り上げて表示されます。
※ 表示が 「400」 の場合、 39,901 ～ 40,000 時間を意味し ます。
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■ 通電時間

「通電時間」 はご購入後、 初めて通電し てから現在までの積算された時間 （以前に 「通電時
間リ セ ッ ト 」 を行った場合は、 それからの時間） を表し ます。
投光器と受光器のそれぞれの通電時間をモニ タする こ とができます。

■ 通電時間し きい値

F3SJ には 「通電時間通知機能」 をそなえています。 「補助出力」 または 「外部表示灯出力」
にて 「通電時間情報」 が設定されている と、 その機能は有効と な り ます。 「通電時間」 が、
設定し た値 （通電時間し きい値） を超えた と き、 「補助出力」 または 「外部表示灯出力」 は
ON を出力し ます。

「通電時間し きい値」 は、 100 ～ 999,900 時間まで 100 時間毎に設定可能です。
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■ 通電時間リ セ ッ ト

F3SJ の 「通電時間」 を リ セ ッ ト し ます。 リ セ ッ ト 後、 F3SJ を再起動させる と、 通電時間
は 0 から再びカウン ト し ます。
※ リ セ ッ ト 後、 ①の通電時間の表示は 「0」 と な り ます。

■ 総通電時間

ご購入されてから F3SJ がどれ く らい通電し たかを確認する こ とができます。

 ※この値はリ セ ッ ト する こ とができません。

通電時間機能のタ イムチャー ト 例

通電時間し きい値が 「３ ０ ０ （×１ ０ ０）
時間」 に設定されていれば、 この時点で
補助出力 2 から出力されます

補助出力 2 から
再出力さ れます

この時点での通電時間は

「４００（×１００）時間」
この時点での通電時間は

「３００（×１００）時間」

通電時間は

「０時間」

この時点での総通電時間は

「７００（×１００）時間」

通電時間

総通電時間
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9.4. エラー履歴メ ニュー
F3SJ に記録されているエラー履歴を表示し ます。
機能の詳細につきま し ては、 形 F3SJ のユーザーズマニュアルをご参照 く だ さい。

■ エ ラー履歴メ ニュー一覧

■  エ ラー履歴表示

エラー履歴は最大 10 個まで表示し ます。 エラー履歴の内容については 11. ト ラ ブルシュー
テ ィ ング 「エラー履歴で表示される F3SJ のエラー内容」 90 ページを参照し て く ださい。

＜注意事項＞
･ F3SJ が通電状態のと きに F39-MC を接続する と F3SJ は通信エラーのロ ッ クアウ ト を

起こ し ます。通電状態のまま F39-MC を接続し て し まったと きにエラー履歴を確認する
場は、 最も最近に発生し たエラーを無視し て 2 番目以降のエラーを確認し て く ださい。

･ エラーが発生し た と きに、電源電圧が仕様範囲外にある と本来のエラーコー ド に加えて
電源電圧エラーが同時に記録される こ とがあ り ます。
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9.5. 外乱光量表示メ ニュー
外乱光の影響度合いを確認する こ とができます。
機能の詳細につきま し ては、 形 F3SJ のユーザーズマニュアルをご参照 く だ さい。

■ 外乱光量表示メ ニュー一覧

「1.MON」 で [ENTER] キーを押し て約 10 秒後、 外乱光を検知する と、 光軸番号と外乱光量
が表示されます。 外乱光がない場合は 「OK」 を表示し ます。
複数の光軸で外乱光を検知し た場合、 [UP]、 [DOWN] キーで光軸番号を変更し て表示する こ
とができます。
通信異常で外乱光量のモニ タができなかった場合、 「ERR」 と表示され、 1 秒後に② - １ に
戻り ます。
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9.6. 定格応答時間確認メ ニュー
F3SJ の定格応答時間を読み出すこ とができます。
機能の詳細につきま し ては、 形 F3SJ のユーザーズマニュアルをご参照 く だ さい。

■ 定格応答時間確認メ ニュー一覧

 
OFF 応答時間 （ON → OFF）、 ON 応答時間 （OFF → ON） をそれぞれ表示し ます。 直列連結
されている場合は直列連結された F3SJ 全体の定格応答時間 （ms） を表示し ます。
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10.コ ピー / プロテ ク ト メ ニュー (COPY/PROTECT）

- 「6. 機能選択」 で COPY/PROTECT を選択し、 [ENTER] キーを押すこ とによ り 1. ア ッ プ
ロー ド画面が表示されます。

- コ ピー機能では F3SJ の設定を別の F3SJ にコ ピーする こ とができます。
- コ ピーされる設定は、 SET, CHECK メ ニューで設定可能な機能すべてです。
- F39-MC には、 F3SJ のデータ を記憶する メ モ リ （バン ク） があり ます。 バン クのデータ

は F39-MC の EEPROM に格納されますので、 電源をオフ し ても消えません。 F3SJ 一台
分のデータ を記憶する こ とができます。

- 誤って大事な設定データ を消去し ないよ う に、 ロ ッ ク をかける こ と （バン ク ロ ッ ク） が
できます。

警告

F3SJ の設定変更後は必ず有資格者が始業点検を行い、 安全を確認し てから通常運転を開
始し て く だ さい。

設定の変更は、 必ず関連する法規 ・ 規格を守った上で実施し て く だ さい。
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10.1. ア ッ プロー ド メ ニュー
F3SJ １ 台の設定データ を F39-MC のバン ク ( 内部メ モ リ ) にコ ピーし ます。

■ ア ッ プロー ド メ ニュー一覧

■ ア ッ プロー ドの設定手順

1. 「ア ッ プロー ド」 メ ニューにて ［ENTER］ キーを押し、 「BK 　 1」 と表示される こ と を確

認し、 ［ENTER］ キーを押し ます。 バン ク ロ ッ クが設定されている場合は 「NON」 と表

示されます。

2. 「GOOD」 と表示される こ と を確認し ます。 表示されない場合は、 1. からやり直し て く

だ さい。

3. F39-MC を F3SJ から外し、 電源を再投入し ます。 F3SJ が正常に動作する こ と を確認し

て く だ さい。
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10.2. ダウンロー ド メ ニュー
F39-MC のバン クに保存された設定データ を、 別の F3SJ １ 台へコ ピーし ます。

■ ダウンロー ド メ ニュー一覧
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■ ダウンロー ドの設定手順

1. 「ダウンロー ド」 メ ニューにて ［ENTER］ キーを押し、 「PASS」 と表示されたらパスワー

ド を入力し、 ［ENTER］ キーを押し ます。 パスワー ドの入力方法は [UP]、 [DOWN] キー

で英数字 （英字は大文字） の変更、 [L]、 [R] キーで桁の移動を行います。

2. 「GOOD」 と表示される こ と を確認し ます。 表示されない場合は、 1. からパスワー ド入

力をやり直し て く だ さい。

3. 「ダウンロー ド」 メ ニューにて 「BK 　 1」 と表示される こ と を確認し、 ［ENTER］ キーを

押し ます。 このと き設定データ を書き込む CH をチャ ンネルキーで選択し、 チャ ンネル

表示部に表示させた状態で [ENTER] キーを押し て く ださい。バン クデータがない場合は

「NON」 と表示されます。

4. 「GOOD」 と表示される こ と を確認し ます。 表示されない場合は、 1. からやり直し て く

だ さい。 バン クデータがない場合は 「NON」 と表示されます。

5. F39-MC を F3SJ から外し、 電源を再投入し ます。 F3SJ が正常に動作する こ と を確認し

て く だ さい。

＜注意事項＞
バン クに登録し てある F3SJ の形式と ダウンロー ド する F3SJ との形式が一致し ていない場
合はダウンロー ド できません。
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10.3. バン ク ロ ッ ク メ ニュー
F3SJ の設定データ を書き込んだバン クへの上書きを禁止し たい場合は、 書き込み禁止設定
ができます。

■ バン ク ロ ッ ク メ ニュー一覧

■ バン ク ロ ッ クの設定手順

1. 「バン ク ロ ッ ク」 メ ニューにて [ENTER] キーを押し た後、 [UP] [DOWN] キーで、 「書き込

み禁止 ： LOC」 または 「書き込み許可 ： FREE」 を選択し、 ［ENTER］ キーを押し ます。

2. 「GOOD」 と表示される こ と を確認し ます。 表示されない場合は、 1. からやり直し て く

だ さい。
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10.4. パスワー ド変更メ ニュー
設定メ ニューから、 F3SJ の設定変更を行う際、 パスワー ド を入力し ます。 このパスワー ド
を変更する こ とができます。
F3SJ の設定変更を限られた有資格者のみ実行できるよ う にし たい場合にご利用 く だ さい。

■ パスワー ド 変更メ ニュー一覧

 

4 桁の数字 （0 ～ 9）

ま たは英大文字 （A

～ Z） を入力する

パスワー ド 不一致の

場合はエ ラー表示さ

れる

数字(0000～9999) と

英大文字 （AAAA ～

ZZZZ） を入力する
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■ パスワー ド 変更の設定手順

1） パスワー ドの変更
1-1.パスワー ド を変更し たい場合は、 「パスワー ド変更」 メ ニューにて ［ENTER］ キーを押

し ます。

1-2.「OLD」 と表示されるので現在のパスワー ド を入力し、 ［ENTER］ キーを押し ます。 パス

ワー ドの入力方法は [UP]、 [DOWN] キーで英数字 （英字は大文字） の変更、 [L]、 [R] キー

で桁の移動を行います。 デフ ォル ト 値は 「0000」 です。

1-3.間違っている場合は 「ERR」 と表示されます。 現在のパスワー ドが正しい場合、 「NEW」

と表示されるので、 新しいパスワー ド を入力し ます。 パスワー ドは 4 桁の英数字 （英字

は大文字） での設定が可能です。 入力後、 ［ENTER］ キーを押し ます。

1-4.「GOOD」 と表示される こ と を確認し ます。 表示されない場合は、 1-1. からやり直し て

く だ さい。

2） パスワー ドの初期化
2-1.パスワー ド を初期化 （デフ ォル ト 値 「0000」 に戻す） する場合は、 「パスワー ド初期化」

メ ニューにて ［ENTER］ キーを押し ます。

2-2.マス タ ーパスワー ド を入力 し、 ［ENTER］ キーを押 し ます。 パスワー ド の入力方法は

[UP]、 [DOWN] キーで英数字 （英字は大文字） の変更、 [L]、 [R] キーで桁の移動を行い

ます。 変更し たパスワー ド を忘れた場合、 F3SJ の受光器側のラベルに記載し ているシ

リ アル No. をオムロンお客様相談室 （0120-919-066、 または 055-982-5015） へお知らせ

く だ さい。 初期パスワー ド 「0000」 へ戻すためのマス ターパスワー ド を発行し ます。

2-3.「GOOD」 と表示される こ と を確認し ます。 表示されない場合は、 2-1. からやり直し て

く だ さい。

2-4.F39-MC を F3SJ から外し、 電源を再投入し ます。 F3SJ が正常に動作する こ と を確認し

て く だ さい。
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11. ト ラ ブルシューテ ィ ング

11.1. 異常発生時に表示されるエラー内容
下図のよ う なエラーが表示される こ とがあり ます。

モー ド表示下段に表示されるエラーコー ド と そのエラー内容は、 下表を参照 く だ さい。

表示 エラー内容 原因 対策

C001 形式エラー 投受光器の形式が異なる。 同じ形式の投受光器を接続し て く だ
さい。

直列連結されている F3SJ
の形式が異なる。

直列連結される F3SJ の形式を同じ
形式 （検出幅、 最小検出物体は異
なっても可能） と し て く だ さい。

直列連結されている F3SJ
のバージ ョ ンが異なる。

直列連結される F3SJ のバージ ョ ン
を全て 2 以上と し て く ださい。
F3SJ のバージ ョ ンの見分け方につ
いては 「1. 概略 　 P1」 を参照し て く
ださい。

C002 通信エラー バージ ョ ン 1 の F3SJ を
接続し た。

バージ ョ ン 1 の F3SJ と接続する こ
とができません。
F3SJ のバージ ョ ンの見分け方につ
いては 「1. 概略 　 P1」 を参照し て く
ださい。

F3SJ 以外のセンサと接続
し た。

F3SN シ リーズなど、 F3SJ 以外のセ
ンサとは接続できません。

F3SJ と通信中にエラーが
発生し た。

電源を再投入し て く ださい。
配線が正しいこ と を確認し て く ださ
い。
コネク タや端子台のゆるみや、 過度
な ノ イズのないこ と を確認し て く だ
さい。
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C003 接続エラー 動作中の F3SJ との接続
異常。 （通信線の断線な
ど）

配線が正しいこ と を確認し て く ださ
い。
コネク タや端子台のゆるみや、 過度
な ノ イズのないこ と を確認し て く だ
さい。

C004 F39-MC の故障 F39-MC 内部回路の破損。 弊社営業部までご連絡 く ださい。

C005 F39-MC の故障 F39-MC 内部回路の破損。 弊社営業部までご連絡 く ださい。

C007 最大接続数
オーバーエラー

直列連結されている F3SJ
の接続数が 4 セ ッ ト を超
えている。

直列連結数を 4 セ ッ ト 以下と し て く
ださい。

C008 最大総光軸数
オーバーエラー

直列連結されている F3SJ
の合計光軸数が 400 光軸
を超えている。

直列連結されている F3SJ の合計光
軸数を 400 光軸以下と し て く だ さ
い。

C009 受光器不足
エラー

直列連結されている受光
器の数が投光器よ り少な
い。

直列連結されている投受光器の数を
同じにし て く ださい。

C00A 投光器不足
エラー

直列連結されている投光
器の数が受光器よ り少な
い。

直列連結されている投受光器の数を
同じにし て く ださい。

表示 エラー内容 原因 対策
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■ 代表的な ト ラ ブル例

1. F39-MC の電源が入らない

原因 ： ①専用コー ド、 または分岐コネク タが正し く 装着されていない。
②電源の容量が足り ない。

対処 ： ①正し く 配線し て く だ さい。
②電源の容量を大き く し て く だ さい。F39-MC の消費電流は最大55mA以下です。

2. F39-MC の通信接続表示灯が点灯し ない。 または、 "Not conn" と表示される。

原因 ： ① F3SJ の電源立ち上げ後に、 F39-MC を接続し た。
②複数の F39-MC が接続されている。

対処 ： ① F3SJ と F39-MC の電源を同時にたちあげて く だ さい。
② F39-MC １  台のみを接続するよ う にし て く だ さい。

3. F3SJ へ書き込みを行う と "Err" が表示される。

原因 ： ① F3SJ の投受光器間の通信線がはずれている。
②プ ラグ付き専用コー ド と F3SJ の通信線とがつながっていない。
③過大な ノ イズの影響を受けている。
④ F3SJ、 または F39-MC の内部回路が故障し た。

対処 ： ①配線状態を確認し て く だ さい。
② F3SJ と F39- MC 周りのノ イズ環境を確認し て く だ さい。
③ F3SJ、 または F39- MC を交換し て く だ さい。

4. セ ッ ト メ ニューで 「設定リ カバリ」 メ ニューしか表示されない。

原因 ： ① F3SJ がロ ッ クアウ ト を起こ し ている。
② F3SJ 用 PC ツールによ り F39-MC では読み込みおよび書き込みできないパラ
メ ータが F3SJ に設定されている。

対処 ： ① F3SJ のロ ッ クアウ ト 原因を取り除いて く だ さい。
②設定リ カバリ を行って く だ さい。

5. チ ェ ッ ク メ ニューで 「エラー履歴」 しか表示されない。

原因 ： ① F3SJ がロ ッ クアウ ト を起こ し ている
対処 ： ① F3SJ のロ ッ クアウ ト 原因を取り除いて く だ さい。

②設定リ カバリ を行って く だ さい。
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11.2. エラー履歴で表示される F3SJ のエラー内容

■ ロ ッ ク アウ ト 状態

F3SJ が何らかの異常を検知し た場合、制御出力を OFF に維持し、 ロ ッ クアウ ト 状態にな り
ます。 ロ ッ クアウ ト 状態になる と、 投光器はイ ン タ－ロ ッ ク表示灯、 受光器は OFF 表示灯
を点滅させ、 異常を検知し た F3SJ は異常内容に合わせて、 エラーモー ド表示灯を点灯、 点
滅させます。 下表に従って対策を実施し て く だ さい。 *1
異常の原因を解消し た後、電源を再投入するか、 リ セ ッ ト 入力によ り F3SJ を リ セ ッ ト する
こ とができます。

*1 　 プラ イマ リ センサの受光器に通信エラーが表示された場合、 他の F3SJ （投光器、 セカ
ンダ リ センサ） に原因がある場合があ り ます。 特に直列連結などで一度コネク タ を着脱し
た場合、 コネク タの緩みや内部のコネク タ ピンが曲げられていないかご確認 く だ さい。
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投
光

器
受

光
器

エ
ラ

ー
コ

ー
ド

エ
ラ

ー
内

容
原

因
対

策

1
0
、

11
相

互
干

渉
エ

ラ
ー

外
乱

光
が

入
光

し
て

い
る

。
外

乱
光

を
し

ゃ
へ

い
し

て
く

だ
さ

い
。

[
参

照
：

F
3
S
J

ユ
ー

ザ
ー

ズ
マ

ニ
ュ

ア
ル

　
第

4
章

　
設

置
条

件
_
相

互

干
渉

の
防

止
方

法
]

他
の

光
電

ス
イ

ッ
チ

や
他

に
設

置
さ

れ

て
い

る
F
3
S
J

の
投

光
が

受
光

器
に

入
光

し
て

い
る

。

第
4

章
「
相

互
干

渉
の

防
止

方
法

」
を

参
照

し
て

く
だ

さ

い
。

[
参

照
：

F
3
S
J

ユ
ー

ザ
ー

ズ
マ

ニ
ュ

ア
ル

　
第

4
章

　
設

置
条

件
_
相

互
干

渉
の

防
止

方
法

]

1
9

　
*2

電
源

容
量

エ

ラ
ー

電
源

電
圧

が
定

格
か

ら
外

れ
て

い
る

。
D

C
24

V
±

2
0
%

の
電

源
電

圧
に

接
続

し
て

く
だ

さ
い

。

電
源

の
電

流
容

量
不

足
に

よ
る

電
圧

変

動
。

電
流

容
量

の
大

き
い

電
源

に
交

換
し

て
く

だ
さ

い
。

他
の

装
置

と
の

電
源

共
有

に
よ

る
瞬

断
、

瞬
停

。

他
の

装
置

と
の

電
源

の
共

用
を

や
め

、
F
3
S
J

・
セ

ー
フ

テ
ィ

コ
ン

ト
ロ

ー
ラ

・
ミ

ュ
ー

テ
ィ

ン
グ

セ
ン

サ
な

ど
の

電
気

感
知

式
保

護
機

能
に

関
わ

る
装

置
専

用
の

電
源

と
し

て
く

だ
さ

い
。
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2
0

ブ
ラ

ン
キ

ン
グ

監
視

エ
ラ

ー

許
容

光
軸

を
除

く
フ

ィ
ッ

ク
ス

ブ
ラ

ン

キ
ン

グ
光

軸
に

入
光

し
た

。

許
容

光
軸

を
除

く
フ

ィ
ッ

ク
ス

ブ
ラ

ン
キ

ン
グ

光
軸

が
入

光
状

態
と

な
ら

な
い

よ
う

に
、

装
置

な
ど

の
位

置
を

修
正

し
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
は

再
度

フ
ィ

ッ
ク

ス
ブ

ラ
ン

キ
ン

グ
設

定
を

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

[
参

照
：

F
3
S
J

ユ
ー

ザ
ー

ズ
マ

ニ
ュ

ア
ル

　
第

3
章

　
フ

ィ
ッ

ク
ス

ブ
ラ

ン
キ

ン
グ

機
能

]

遮
光

さ
れ

て
い

る
光

軸
数

が
、

（
フ

ロ
ー

テ
ィ

ン
グ

ブ
ラ

ン
キ

ン
グ

光
軸

数
－

許

容
光

軸
数

）
未

満
と

な
っ

て
い

る
。

遮
光

物
の

大
き

さ
に

合
う

、
フ

ロ
ー

テ
ィ

ン
グ

ブ
ラ

ン
キ

ン
グ

光
軸

数
と

許
容

光
軸

数
設

定
に

し
て

く
だ

さ
い

。
[

参
照

：
F
3
S
J

ユ
ー

ザ
ー

ズ
マ

ニ
ュ

ア
ル

　
第

3
章

　
フ

ロ
ー

テ
ィ

ン
グ

ブ
ラ

ン
キ

ン
グ

機
能

]

3
0、

31
、

3
2
、

3
7、

39

通
信

エ
ラ

ー
通

信
線

、
ま

た
は

そ
の

他
の

配
線

が
短

絡
や

断
線

し
て

い
る

。

配
線

、
コ

ー
ド

に
異

常
が

な
い

か
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

ノ
イ

ズ
に

よ
る

通
信

異
常

。
通

信
線

周
り

の
ノ

イ
ズ

環
境

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

電
源

コ
ー

ド
や

直
列

連
結

コ
ー

ド
の

コ

ネ
ク

タ
が

外
れ

て
い

る
。

電
源

コ
ー

ド
お

よ
び

直
列

連
結

さ
れ

た
F
3S

J
間

の
コ

ネ

ク
タ

を
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

直
列

連
結

時
、

投
受

光
器

の
接

続
位

置

を
逆

に
し

て
い

る
。

す
べ

て
の

F
3
S
J

の
投

受
光

器
の

接
続

位
置

を
直

し
て

く

だ
さ

い
。

F
3
S
J

内
部

回
路

の
故

障
。

F
3
S
J

を
交

換
し

て
く

だ
さ

い
。

直
列

連
結

で
バ

ー
ジ

ョ
ン

1
が

混
在

し

た
F
3
S
J

を
設

定
ツ

ー
ル

に
接

続
し

た

バ
ー

ジ
ョ

ン
1

の
F
3
S
J

が
混

在
し

た
状

態
で

は
設

定

ツ
ー

ル
は

使
用

で
き

ま
せ

ん
。

バ
ー

ジ
ョ

ン
1

の
F
3
S
J

は
接

続
し

な
い

で
く

だ
さ

い
。

3
8

プ
ラ

イ
マ

リ
受

光
器

以
外

の

ロ
ッ

ク
ア

ウ
ト

（
エ

ラ
ー

モ
ー

ド
表

示
灯

は
点

き
ま

せ
ん

）

直
列

連
結

時
に

お
い

て
プ

ラ
イ

マ
リ

受

光
器

以
外

が
ロ

ッ
ク

ア
ウ

ト
し

て
い

る
。

投
光

器
、

直
列

連
結

し
た

F
3
S
J

の
エ

ラ
ー

原
因

を
解

消

し
て

く
だ

さ
い

。

投
光

器
受

光
器

エ
ラ

ー
コ

ー
ド

エ
ラ

ー
内

容
原

因
対

策
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3
A

光
軸

数
オ

ー

バ
ー

直
列

連
結

し
て

い
る

F
3
S
J

の
合

計
光

軸

数
が

4
0
0

光
軸

を
越

え
て

い
る

。

合
計

光
軸

数
を

4
0
0

光
軸

以
下

に
な

る
直

列
連

結
の

組
合

せ
に

し
て

く
だ

さ
い

。

3
B

連
結

数
オ

ー

バ
ー

5
台

以
上

直
列

連
結

し
て

い
る

。
直

列
連

結
は

4
台

以
下

に
し

て
く

だ
さ

い
。

3
C

形
式

エ
ラ

ー

（
直

列
連

結
間

）

プ
ラ

イ
マ

リ
セ

ン
サ

と
セ

カ
ン

ダ
リ

セ

ン
サ

間
で

連
結

で
き

な
い

形
式

で
連

結

し
て

い
る

。

（
プ

ラ
イ

マ
リ

：
P

N
P

出
力

、
セ

カ
ン

ダ

リ
：

N
P

N
出

力
な

ど
）

正
し

く
接

続
し

な
お

し
て

く
だ

さ
い

。

[
参

照
：

F
3
S
J

ユ
ー

ザ
ー

ズ
マ

ニ
ュ

ア
ル

　
第

4
章

　
直

列
連

結
]

3
D

形
式

エ
ラ

ー

（
投

受
光

器
間

）

投
受

光
器

間
で

、
形

式
が

違
う

（長
さ

、
出

力
タ

イ
プ

、
光

軸
ピ

ッ
チ

な

ど
が

違
う

）

3
E

セ
ン

サ
数

エ

ラ
ー

（投
光

器

な
し

）

直
列

連
結

時
、

投
光

器
の

台
数

が
少

な

い （投
光

器
：

3
台

、
受

光
器

：
4

台
な

ど
）

3
F

セ
ン

サ
数

エ

ラ
ー

（受
光

器

な
し

）

直
列

連
結

時
、

受
光

器
の

台
数

が
少

な

い （投
光

器
：

4
台

、
受

光
器

：
3

台
な

ど
）

4
0

設
定

値
エ

ラ
ー

設
定

ツ
ー

ル
で

設
定

し
た

機
能

設
定

値

が
、

有
効

範
囲

か
ら

外
れ

て
い

る
。

設
定

リ
カ

バ
リ

を
行

っ
て

工
場

出
荷

時
の

設
定

に
戻

し
て

く
だ

さ
い

。
[
参

照
：

F
3
S
J

ユ
ー

ザ
ー

ズ
マ

ニ
ュ

ア
ル

　

第
3

章
　

設
定

リ
カ

バ
リ

機
能

]

ミ
ュ

ー
テ

ィ
ン

グ
用

キ
ー

キ
ャ

ッ
プ

装

着
時

、
補

助
出

力
1
、

外
部

表
示

灯
出

力

1
、

外
部

表
示

灯
出

力
2

の
い

ず
れ

に
も

ミ
ュ

ー
テ

ィ
ン

グ
/

オ
ー

バ
ー

ラ
イ

ド

情
報

を
割

り
当

て
し

て
い

な
い

。

ミ
ュ

ー
テ

ィ
ン

グ
機

能
を

使
用

す
る

時
は

、
ミ

ュ
ー

テ
ィ

ン
グ

/
オ

ー
バ

ー
ラ

イ
ド

情
報

を
補

助
出

力
1、

外
部

表

示
灯

出
力

1
、

外
部

表
示

灯
出

力
2

の
少

な
く

と
も

い
ず

れ
か

1
つ

に
割

り
当

て
し

て
く

だ
さ

い
。

[
参

照
：

F
3
S
J

ユ
ー

ザ
ー

ズ
マ

ニ
ュ

ア
ル

　
第

3
章

　
補

助
出

力
ま

た
は

外
部

表
示

灯
出

力
]

投
光

器
受

光
器

エ
ラ

ー
コ

ー
ド

エ
ラ

ー
内

容
原

因
対

策
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4
E

キ
ャ

ッ
プ

位
置

エ
ラ

ー

F
3
S
J

内
部

回
路

の
故

障
。

F
3
S
J

を
交

換
し

て
く

だ
さ

い
。

4
F

キ
ャ

ッ
プ

エ

ラ
ー

キ
ャ

ッ
プ

が
外

れ
て

い
る

キ
ャ

ッ
プ

を
正

し
く

装
着

し
て

く
だ

さ
い

。

5
0、

51
、

5
2
、

5
3

外
部

リ
レ

ー
モ

ニ
タ

エ
ラ

ー

リ
レ

ー
が

溶
着

し
た

。
リ

レ
ー

を
交

換
し

て
く

だ
さ

い
。

リ
レ

ー
と

外
部

リ
レ

ー
モ

ニ
タ

入
力

線

が
正

し
く

配
線

さ
れ

て
い

な
い

。

リ
レ

ー
と

の
配

線
を

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。

リ
レ

ー
の

応
答

時
間

が
遅

れ
許

容
時

間

を
上

回
っ

て
い

る
。

適
切

な
応

答
時

間
の

リ
レ

ー
に

交
換

し
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
は

、
設

定
ツ

ー
ル

で
リ

レ
ー

監
視

時
間

を
変

更
し

て
く

だ
さ

い
。

[
参

照
：

F
3S

J
ユ

ー
ザ

ー
ズ

マ
ニ

ュ
ア

ル
　

第

3
章

　
外

部
リ

レ
ー

モ
ニ

タ
機

能
]

リ
レ

ー
の

代
わ

り
に

補
助

出
力

線
と

短

絡
さ

せ
て

い
る

と
き

は
、

補
助

出
力

が

断
線

ま
た

は
シ

ョ
ー

ト
し

て
い

る
。

外
部

リ
レ

ー
モ

ニ
タ

入
力

線
と

補
助

出
力

線
に

異
常

が
な

い
か

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
は

設
定

ツ
ー

ル
で

補
助

出
力

1
の

出
力

モ
ー

ド
を

制
御

出
力

情
報

、
反

転
出

力

モ
ー

ド
を

有
効

に
し

て
く

だ
さ

い
。

（
工

場
出

荷
時

の
設

定
）

[
参

照
：

F
3
S
J

ユ
ー

ザ
ー

ズ
マ

ニ
ュ

ア
ル

　
第

3
章

　
補

助
出

力
]

コ
ネ

ク
タ

接
続

タ
イ

プ
の

コ
ン

ト
ロ

ー

ラ
と

接
続

し
て

い
る

場
合

、
投

光
器

と

受
光

器
を

逆
に

接
続

し
て

い
る

。

（
F
3
S
P

-
B

1
P

の
投

受
光

器
の

コ
ネ

ク
タ

を
逆

に
接

続
な

ど
）

コ
ネ

ク
タ

の
接

続
位

置
を

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。

投
光

器
受

光
器

エ
ラ

ー
コ

ー
ド

エ
ラ

ー
内

容
原

因
対

策
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5
B

イ
ン

タ
ー

ロ
ッ

ク
選

択
入

力
線

の
故

障

イ
ン

タ
ー

ロ
ッ

ク
選

択
入

力
線

が
断

線

ま
た

は
シ

ョ
ー

ト
し

た
。

イ
ン

タ
ー

ロ
ッ

ク
選

択
入

力
線

の
配

線
を

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。

5
E

イ
ン

タ
ー

ロ
ッ

ク
配

線
エ

ラ
ー

リ
セ

ッ
ト

入
力

線
と

イ
ン

タ
ー

ロ
ッ

ク

選
択

入
力

線
が

正
し

く
配

線
さ

れ
て

い

な
い

。

オ
ー

ト
リ

セ
ッ

ト
ま

た
は

マ
ニ

ュ
ア

ル
リ

セ
ッ

ト
の

配
線

に
な

っ
て

い
る

か
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

[
参

照
：

F
3
S
J

ユ
ー

ザ
ー

ズ
マ

ニ
ュ

ア
ル

　
第

2
章

　
ベ

ー
シ

ッ
ク

シ
ス

テ
ム

配
線

図
]

投
受

光
器

の
接

続
位

置
が

逆
に

な
っ

て

い
る

。

す
べ

て
の

F
3
S
J

の
接

続
位

置
、

接
続

向
き

を
確

認
し

て

く
だ

さ
い

。
[
参

照
：

F
3
S
J

ユ
ー

ザ
ー

ズ
マ

ニ
ュ

ア
ル

　

第
4

章
　

直
列

連
結

]
投

光
器

の
接

続
方

向
が

上
下

方
向

が
逆

に
な

っ
て

い
る

。

コ
ネ

ク
タ

接
続

タ
イ

プ
の

コ
ン

ト
ロ

ー

ラ
と

接
続

し
て

い
る

場
合

、
投

光
器

と

受
光

器
を

逆
に

接
続

し
て

い
る

。

（
F
3
S
P

-
B

1
P

の
投

受
光

器
の

コ
ネ

ク
タ

を
逆

に
接

続
な

ど
）

コ
ネ

ク
タ

の
接

続
位

置
を

確
認

し
て

く
だ

さ
い

。

5
D

ミ
ュ

ー
テ

ィ
ン

グ
配

線
エ

ラ
ー

ミ
ュ

ー
テ

ィ
ン

グ
用

キ
ー

キ
ャ

ッ
プ

装

着
時

、
リ

セ
ッ

ト
入

力
線

が
正

し
く

配

線
さ

れ
て

い
な

い
。

リ
セ

ッ
ト

入
力

線
を

正
し

く
配

線
し

て
く

だ
さ

い
。

[
参

照
：

F
3
S
J

ユ
ー

ザ
ー

ズ
マ

ニ
ュ

ア
ル

　
第

2
章

　

ミ
ュ

ー
テ

ィ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
配

線
図

]

投
光

器
受

光
器

エ
ラ

ー
コ

ー
ド

エ
ラ

ー
内

容
原

因
対

策
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6
0、

61
、

6
2
、

6
3、

64
、

6
5

制
御

出
力

エ

ラ
ー

①

電
源

投
入

時
に

制
御

出
力

線
同

士
が

短

絡
し

て
い

る
。

出
力

線
を

正
し

く
配
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光
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。
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逆

に
な

っ
て

い
る

。

す
べ

て
の

F
3
S
J

の
接

続
位

置
、

接
続

向
き

を
確

認
し

て

く
だ

さ
い

。
[
参

照
：

F
3
S
J

ユ
ー

ザ
ー

ズ
マ

ニ
ュ

ア
ル

　

第
4

章
　

直
列

連
結

]

直
列

連
結

コ
ー

ド
エ

ラ
ー

①

直
列

連
結

コ
ー

ド
の

短
絡

、
断

線
あ

る

い
は

脱
落

に
よ

る
制

御
出

力
エ

ラ
ー

が

発
生

し
た

。

直
列

連
結

コ
ー

ド
が

確
実

に
接

続
さ

れ
て

い
る

か
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

直
列

連
結

コ
ー

ド
が

破
損

し
て

い
る

場
合

、
交

換
し

て
く

だ
さ

い
。

6
6、

67
、

6
8
、

6
9

制
御

出
力

エ

ラ
ー

②

電
源

投
入

後
に

制
御

出
力

線
同

士
が

短

絡
し

た
。

出
力

線
を

正
し

く
配

線
し

て
く

だ
さ

い
。

電
源

投
入

後
に

制
御

出
力

線
と

2
4
V

, 0
V

, 

ま
た

は
他

の
入

出
力

線
が

短
絡

し
た

。

直
列

連
結
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外
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灯
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、
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。
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外
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1
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、
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。
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1
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0

直
列

連
結

コ
ー

ド
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■ ロ ッ ク アウ ト 状態以外での ト ラ ブル

ロ ッ クアウ ト は起こ さず、エラーコー ドは表示されないが正し く F3SJ が動作し ない場合の
対処法を下記に示し ます。

･ 入光させても受光レベル表示灯が点灯せず、 電源表示灯および OFF 出力表示灯のみ点
灯し ている状態

投光器 受光器 原因 対策

光軸がずれている。 入光するよ う に光軸を正し く 調整し て
く だ さい。 取付面が傾いていた り、 高
さがずれている と入光し ません。
光軸調整し ても入光し ない場合、 F3SJ
を取付面から取り外し、 投受光器を向
かい合わせて ON するかど うか確認し
て く だ さい。 [ 参照 ： F3SJ ユーザーズ
マニュアル 　 第 4 章 　 取り つけ _ 調整
方法 ]

検出距離が短すぎる設定
と なっている。

設定ツールを使って、 検出距離を長 く
し て く だ さい。 [ 参照 ： F3SJ ユーザー
ズマニュアル 　 第 3 章 　 検出距離変更
機能 ]

テス ト 入力が印加されて
いる。

テス ト 表示灯が点滅し ていないかを確
認し て く だ さい。 点滅し ている場合は
テス ト 入力を OFF またはオープン状態
と し て く だ さい。

投受光器の検出面が汚れ
ている。

投受光器の検出面を掃除し て く だ さ
い。

フ ィ ッ クスブラ ンキング
機能が有効でかつ監視機
能を入光時解除に設定し
た状態のと き、 許容光軸
に設定されていないブラ
ンキング光軸に入光し た。

① 　 フ ィ ッ クスブラ ンキングエ リ アの
範囲が広 く 設定されています。 エ リ ア
の再設定またはテ ィ ーチングを行って
く だ さい。
② 　 ①を実施し ても改善されない場合
は許容光軸を設定し て く だ さい。 既に
許容光軸の 1 光軸設定を行っている場
合は 2 光軸に設定し て く だ さい。
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･ 入光させても受光レベル表示灯が点灯せず、 電源表示灯、 OFF 出力表示灯および受光器
側エラーコー ド Ａ のみ点灯し ている状態

･ し ゃ光し ていないのに制御出力が OFF する こ とがある

投光器 受光器 原因 対策

投受光器間の通信線が断
線し ているまたは通信線
が過大な ノ イズの影響を
受けている。

正し く 配線を行って く だ さい。 または
通信線周りのノ イズ環境を確認し て く
だ さい。

電源コネク タが外れてい
る。

電源コネク タ を奥まで差し込んで確実
に接続し て く だ さい。

原因 対策

振動によ り光軸がずれた。 F3SJ が振動で揺れないよ う に設置し て く ださい。
また、 「F3SJ ユーザーズマニュアル 　 第 4 章 　 取
り つけ _ 調整方法」 に従い、 F3SJ の光軸を再調整
く だ さい。

他の F3SJ や光電センサからの投光
が入光し ている。

「F3SJ ユーザーズマニュアル 　 第 4 章 　 設置条件
_ 相互干渉の防止方法」 を参照し て対策を実施し
て く だ さい。

フ ィ ッ クスブ ラ ンキング機能が有効
でかつ監視機能を入光時解除に設定
し た状態のと き、 許容光軸に設定さ
れていないブ ラ ンキング光軸に入光
し た。

許容光軸を設定し て く だ さい。 既に許容光軸の 1
光軸設定を行っている場合は 2 光軸に設定し て く
だ さい。
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12.受光レベル - 設置距離グラ フ
各設置距離で適切な光軸調整を行った時の受光レベル値を表し ます （値は代表値） 。 F3SJ
の取り付け時や、 メ ンテナンス時にご利用 く だ さい。

■ グラ フの見方

- 「9.1. 受光量表示」 のピーク ・ ボ ト ム表示の受光レベルボ ト ム値と①～⑤のグラ フの
受光レベルを比較し て く だ さ い。 受光レベルがグラ フ よ り大き く 下回っ ている場合
は光軸のずれ、 投受光面に汚れなどがないかを確認し て く ださい。

- ①のグラ フは検出距離を変更し ていない初期設定状態のグラ フです。
- ②～⑤のグラ フは 「8.10. 検出距離変更」 にて検出距離を変更し た場合のグラ フです。
- 目安と し て ON し きい値の 2 倍以上の受光レベルを維持できるよ う に設置し て く ださ

い。
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メ ンテナンス時の受光レベルチ ェ ッ ク フ ロー
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13.用語集

用語 意味

英
数

F3SJ 用 PC ツール PC へ接続し て設定ソ フ ト （SD Manager） で設定する設
定ツール一式です。 全ての機能設定、 モニ タが可能で
す。

あ ア ッ プロー ド F3SJ １ 台の設定データ を F39-MC のバン クにコ ピーし ま
す。

イ ン ターロ ッ ク 安全が確認されて リ セ ッ ト 入力が印加されるまで制御出
力 OFF 状態のまま保持し ます。

イ ン ターロ ッ ク情報
（補助 ・ 外部）

センサがイ ン ターロ ッ ク状態のと き補助出力または外部
表示灯から出力し ます。

エラー / ロ ッ クアウ ト
情報 （補助 ・ 外部）

F3SJ がロ ッ クアウ ト 状態のと きにオンを出力し ます。

オーバーラ イ ド機能 ミ ューテ ィ ング開始条件が成立し ていない状態で強制的
に制御出力を ON させる機能です。

オーバーラ イ ド時間制
限値

オーバーラ イ ド機能の継続時間です。 オーバーラ イ ド状
態がこの時間を経過する と、 オーバーラ イ ド機能が解除
されます。

遅れ許容時間 制御出力が変化し てからの外部リ レーの動作時間の最大
値を表し ます。 この最大値を超えても外部リ レーモニ タ
入力が変化し ない場合は F3SJ がロ ッ ク アウ ト を起こ し
ます。

か 下位光軸 F3SJ の電源側の光軸を指し ます。

外部表示灯出力 ミ ューテ ィ ングラ ンプなどを点灯するために使用し ま
す。 安全用途には使用できません。

外部表示灯診断機能 外部表示灯出力に接続し た外部表示灯が断線または短絡
し たと きに F3SJ をロ ッ クアウ ト させます。

外部リ レーモニ タ機能 機械の危険部を制御する外部リ レー （あるいはコ ン タ ク
タ） の動作不良を検知する機能です。 接点溶着などの動
作不良を検知できます。 ご使用される リ レーの応答時間
によ って判定時間を変更する こ とができます。 許容遅れ
時間は 0.1s ～ 2.5s まで、 0.1s 毎に変更可能です。

外乱光量表示 F3SJ に入光し ている他の光電センサからの外乱光量を
表示し ます。

許容光軸数 フ ィ ッ クスブラ ンキングの許容光軸
フ ィ ッ クスブラ ンキングエ リ アであ り ながら フ ィ ッ クス
ブラ ンキング監視機能の対象外の光軸です。

フ ローテ ィ ングブラ ンキングの許容光軸
連続フ ローテ ィ ングモー ド、 監視機能有効時、 各設定値
毎の寸法未満になる と F3SJ がロ ッ ク アウ ト 状態にな り
ます。
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警告エ リ ア情報 （補助 ・
外部）

警告エ リ アがし ゃ光されたと きにオンを出力し ます。

検出距離変更機能 検出距離を F3SJ の設置距離に応じ て変更する機能です。

光量診断情報
（補助 ・ 外部）

不安定状態が ３ 秒以上続いた時にオンを出力し ます。 光
学面の汚れ、 光軸のずれ、 Ｌ Ｅ Ｄ の劣化などによ って発
生する光学性能の劣化を検知する こ とができます。
不安定状態とは、 受光量が （し きい値± 30%） の範囲に
ある時を指し ます。

警告エ リ ア機能
（補助 ・ 外部）

警告エ リ アの入し ゃ光は安全出力の動作には関係せず、
補助出力や外部表示灯出力の出力動作モー ド を警告エ リ
アに設定し ている場合、 その入し ゃ光状態を出力する こ
とができます。

さ 受光量表示 F3SJ の受光量を読み出すこ とができます。

出力動作モー ド 補助出力または外部表示灯出力から出力する内容です。

上位光軸 F3SJ の終端側の光軸を指し ます。

ス ター ト イ ン ターロ ッ
ク機能

電源投入時に制御出力を OFF 状態のまま保持 （イ ン ター
ロ ッ ク状態） する機能です。 検出エ リ アにし ゃ光物体が
ない状態で、 リ セ ッ ト 動作を行う と イ ン ターロ ッ ク状態
を解除する こ とができます。
この機能はマニュアルリ セ ッ ト モー ドの時のみ有効にな
り ます。

制御出力 入光時に Ｏ Ｎ を出力し ます。 安全用途に使用し ます。

制御出力情報 （補助 ・
外部）

制御出力がオンのと きに出力し ます。

セカ ンダ リ センサ 直列連結時のプラ イマ リ センサ以外の F3SJ の呼称です。

設定ツール セ ッ テ ィ ングコ ン ソール 　 形 F39-MC21 と F3SJ 用 PC
ツール 　 形 F39-GWUM を指し ます。

設定リ カバリ機能 F3SJ の設定内容を工場出荷時の設定内容に戻し ます。

セ ッ テ ィ ングコ ン ソー
ル

設定変更、 モニ タ を行うハンデ ィ ツールです。 現場への
持ち込みが可能です。

た ダウンロー ド F39-MC のバン クに保存された設定データ を、 別の
F3SJ １ 台へコ ピーし ます。

断線検知 外部表示灯用出力端子間が断線し たと き、 F3SJ をロ ッ
クアウ ト 状態にし ます。

短絡検知 外部表示灯用出力端子間が短絡し たと き、 F3SJ をロ ッ
クアウ ト 状態にし ます。

通電時間し きい値 通電時間がこの値を超えたと きに補助出力、 外部表示灯
出力に出力する こ とができます。

用語 意味
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通電時間情報
（補助 ・ 外部）

通電時間が通電時間し きい値を超えたと きにオンを出力
し ます。

通電時間 通電時間を リ セ ッ ト し てから現在までの通電時間です。

通電時間リ セ ッ ト F3SJ の通電時間の値を 0 にリ セ ッ ト し ます。

定格応答時間 F3SJ の定格応答時間読み出すこ とができます。

テ ィ ーチング ミ ューテ ィ ング機能、 フ ィ ッ クスブラ ンキング機能、 警
告エ リ ア機能のエ リ ア設定をする と き、 対象と なる光軸
を し ゃ光状態で設定する こ とによ り エ リ ア設定される機
能です。

テス ト 入力 ON 情報
（外部）

テス ト 入力がオンの時に外部表示灯が点灯し ます。 テス
ト 入力がオンする と F3SJ は外部診断機能を動作させま
す。

点灯パターン 外部表示灯用出力をパルス出力させる設定です。 デフ ォ
ル ト は点灯です。 周期を設定する と外部表示灯を点滅さ
せる こ とができます。 点滅周期は 0.5s/1s/2s が設定でき
ます

は バン ク ロ ッ ク F3SJ の設定データ を書き込んだバン クへの上書きを禁
止し ます。

反転出力モー ド この機能を有効に設定する こ とによ り出力を反転させる
こ とができます。

非連続光軸モー ド
（フ ローテ ィ ングブラ ン
キング）

フ ローテ ィ ングブラ ンキングエ リ ア内のし ゃ光された光
軸数の合計が、 設定された光軸数以上になったと き し ゃ
光と判定し ます。

フ ィ ッ クスブラ ンキン
グエ リ ア

フ ィ ッ クスブラ ンキング機能で設定し たエ リ アを指し ま
す。 セ ッ テ ィ ングコ ン ソールは 1 エ リ ア、 F3SJ 用 PC
ツールは 5 エ リ ア設定可能です。

フ ィ ッ クスブラ ンキン
グ機能

F3SJ の検出エ リ アの一部を無効にする機能です。 無効
になったエ リ アに物体が進入し ても、 出力は変化し ませ
ん。
し ゃ光物がな く な り無効エ リ アが入光状態になる と、
ロ ッ クアウ ト 状態と な り、 ただちに制御出力がオフ し ま
す。 電源再投入、 またはリ セ ッ ト 入力にて戻り ます。

負荷開閉回数 F3SJ の制御出力が ON → OFF になった回数が 15 分毎に
F3SJ 本体に記録され、 その回数を表示し ます。

付加開閉積算回数 F3SJ を通電し てから現在までの付加開閉回数の積算値
を表示し ます。

プラ イマ リ センサ 直列連結時に最も電源に近い側に配置される F3SJ の呼
称です。

ブラ ンキング光軸入光
情報 （補助 ・ 外部）

フ ィ ッ クスまたはフ ローテ ィ ングブラ ンキングエ リ アの
し ゃ光物体が無 く なる と オンを出力し ます。

用語 意味
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ブラ ンキング / 警告エ
リ ア情報
（補助 ・ 外部）

フ ィ ッ クスまたはフ ローテ ィ ングブラ ンキング機能、 警
告エ リ ア機能が有効な場合、 無効エ リ アが入光状態に
なったと きにオンを出力し ます。

フ ローテ ィ ング光軸 　
（フ ローテ ィ ングブラ ン
キング）

フ ローテ ィ ングブラ ンキング機能有効時、 F3SJ がロ ッ
クアウ ト または制御出力 OFF と ならないし ゃ光光軸数を
表し ます。

フ ローテ ィ ング光軸数 フ ローテ ィ ングブラ ンキングを行う光軸数を表し ます。
この設定値と形式によ り制御出力が OFF し ない検出物体
の大き さが変化し ます。

フ ローテ ィ ングブラ ン
キングエ リ ア

フ ローテ ィ ングブラ ンキング機能で設定し たエ リ アを指
し ます。 セ ッ テ ィ ングコ ン ソールは 1 エ リ ア、 F3SJ 用
PC ツールは 5 エ リ ア設定可能です。

フ ローテ ィ ングブラ ン
キング機能

F3SJ の複数光軸を し ゃ光し た時に出力をオフにする機
能です。 フ ローテ ィ ング光軸数は １ ～ ４ 光軸の範囲で設
定可能です。

ベーシ ッ クシステム 購入し た状態の F3SJ を指し ます。 セーフ テ ィ ラ イ ト
カーテンの基本的な機能を備えてお り、 多 く のアプ リ
ケーシ ョ ンではこの状態のまま使用可能です。

保守状態 設定ツールが接続されている状態を指し ます。 この状態
では通常状態と比較し て以下の違いがあ り ます。
・ 制御出力は OFF を維持し ます。
・ 光軸が 1 光軸以上し ゃ光された場合は OFF 出力表示灯

が点滅し ます。
・ 光軸がし ゃ光されていない場合は ON 出力表示灯が点

滅し ます。
・ 電源表示灯が点滅し ます。
・ 形式エラー、 通信エラー、 設定値エラー、 または内部

回路の故障を除いてロ ッ クアウ ト は発生し ません。

補助出力 出力信号を変更可能な非安全出力です。 安全用途には使
用できません。

補助出力診断機能 補助出力 1 線が断線または短絡し たと きに F3SJ をロ ッ
クアウ ト させます。

ま マニュアルリ セ ッ ト
モー ド

イ ン ターロ ッ ク機能が有効と なるモー ド です。 イ ン ター
ロ ッ ク選択入力線と リ セ ッ ト 入力線の配線でこのモー ド
を選択する こ とができます。

ミ ューテ ィ ング / オー
バーラ イ ド情報

ミ ューテ ィ ング中またはオーバーラ イ ド中に外部表示灯
を点灯し ます。

ミ ューテ ィ ング機能 F3SJ の安全機能を一時的に無効化し、 し ゃ光状態でも
制御出力を ON し続ける機能です。

ミ ューテ ィ ング時間制
限値

ミ ューテ ィ ング機能の継続時間です。 ミ ューテ ィ ング状
態がこの時間を経過する と、 ミ ューテ ィ ング機能が解除
されます。

用語 意味
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ら リ ス ター ト イ ン ター
ロ ッ ク機能

F3SJ がし ゃ光された と きに制御出力を OFF 状態のまま
保持 （イ ン ターロ ッ ク状態） する機能です。 検出エ リ ア
にし ゃ光物体がない状態で、 リ セ ッ ト 動作を行う と イ ン
ターロ ッ ク状態を解除する こ とができます。
この機能はマニュアルリ セ ッ ト モー ドの時のみ有効にな
り ます。

両端光軸無効モー ド
（フ ローテ ィ ングブラ ン
キング）

両端の光軸を フ ローテ ィ ングブラ ンキングの対象から除
く モー ド です。 このモー ドが有効の場合は、 両端のいず
れかの光軸がし ゃ光された場合は、 フ ローテ ィ ング光軸
数に関わらず出力をオフにし ます。

連続光軸モー ド
（フ ローテ ィ ングブラ ン
キング）

連続し た 1 エ リ アで設定された大き さの範囲内であれば
し ゃ光し ても出力 ON を保持し ます。

ロ ッ クアウ ト F3SJ が異常を検知し た場合に制御出力を OFF 状態のま
ま保持し ます。

用語 意味
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14.設定記録カー ド
設定変更後は、 下記の表に設定し た内容を記録し て く だ さい。

機能 設定値

フ ィ ッ クスブラ ンキング
機能

機能 無効／有効

光軸指定 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿
（選択し た光軸を記載）

フ ローテ ィ ングブラ ンキ
ング機能

機能 無効／有効

フ ローテ ィ ングブラ ンキ
ングモー ド

１ ／ ２

フ ローテ ィ ング光軸数 １ ／ ２ ／ ３ ／ ４

許容光軸数 １ ／ ２ ／ ３

両端光軸無効化機能 無効／有効

補助出力 出力選択 １ ／ ２

出力動作モー ド 制御出力情報
光量診断情報
エラー / ロ ッ クアウ ト 情報
ミ ューテ ィ ング / オーバーラ イ
ド情報
ブ ラ ンキング / 警告エ リ ア情報
通電時間情報
警告エ リ ア情報
テス ト 入力 ON 情報
ブ ラ ンキング光軸入光情報
イ ン ターロ ッ ク情報
ミ ューテ ィ ングエラー情報
負荷開閉回数超過情報

反転出力モー ド 無効／有効

点灯パターン （補助出力
1 のみ）

点灯／点滅 [0.5s] ／点滅 [1.0s]
／点滅 [2.0s]

補助出力診断機能 （補助
出力 1 のみ）

無効／有効
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外部表示灯出力 出力選択 １ ／ ２

出力動作モー ド 補助出力情報
光量診断情報
エラー / ロ ッ クアウ ト 情報
ミ ューテ ィ ング / オーバーラ イ
ド情報
ブ ラ ンキング / 警告エ リ ア情報
通電時間情報
警告エ リ ア情報
テス ト 入力 ON 情報
ブ ラ ンキング光軸入光情報
イ ン ターロ ッ ク情報
ミ ューテ ィ ングエラー情報
負荷開閉回数超過情報

反転出力モー ド 無効／有効

点灯パターン 点灯／点滅 [0.5s] ／点滅 [1.0s]
／点滅 [2.0s]

外部表示灯診断機能 無効／有効

外部リ レーモニ タ機能 機能 無効／有効

遅れ許容時間 　 　 　 　 　 s
（0.1 ～ 2.5）

イ ン ターロ ッ ク機能 ス ター ト イ ン ターロ ッ ク 無効／有効

リ ス ター ト イ ン ターロ ッ
ク

無効／有効

ミ ューテ ィ ング / オー
バーラ イ ド機能

ミ ューテ ィ ングエ リ アの
選択

全光軸／部分的 （最下位光軸番
号／最上位光軸番号）

ミ ューテ ィ ング時間
制限値

　 　 　 　 　 　 　 s
（1 ～ 600）、 ∞

オーバーラ イ ド時間
制限値

　 　 　 　 　 　 　 s
（1 ～ 600）

警告エ リ ア機能 警告エ リ ア機能 無効／上位から有効／下位から
有効

警告エ リ アの選択 全光軸
部分的 （最下位から／最上位か
ら、 光軸数）

検出距離変更 検出距離 0.5m ／ 1m ／ 2m ／ 3m ／ 5m ／
MAX

パスワー ド設定 パスワー ド 　 　 　 　 　 　 英数字 ４ 桁

機能 設定値
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15.表示文字対応表

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

A B C D E F G H I J

K L M N O P Q R S T

U V W X Y Z － － － －

－ － － －

















In a residential environment, this product may cause radio interference, 
in which case the user may be required to take adequate measures.
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